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〈特集〉●サイディンク材とシーリング 

●7889年の展望 
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日本シーリング工業会 1989. 1/25 号 
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トし・剖りコーョ建築用シーうント 
最近、脚光を浴びているSSG（ストラクチュラル・シリコーン・グレー 

ジング）構法。これは、建物の窓や外壁を構成するガラスやパネル 

な耐久性・耐候性・接着性に優れたシリコーン材を使って室内側 

のマリオンやメタルフレームに接着固定するというもので喫メタル 

フレーム類を外部に出すことなく、平滑なガラス壁面を形成します 

ので直線や曲線の組み合わせも自由にでき、美しく斬新なデザイ 

ンが可能になり、世界的に普及してきていま魂 

シリコーン技術で明日のニーズに応える 

トーし・ンリコーン株武会社 
本店・営業本部／東京都中央区日本橋室町2-3-16（三井凶レ6号館）〒I03TEL03(24句旧引 

■SSG構法用シーリング材 

品 番 成分形ノタイプ 特 長 

DC795シーラント 
~成分形 

アルコ一ル型 

高モジュラス 

自己接着性 

SE796シーラント 
2成分形 

アミノキシ型 

中モジュラス 

高伸度 

SE797シーラント 
2成分形 

アルコ一ル型 

高モジュラス 

速硬化 

SE798シーラント 
~成分形 

アルコール型 熊譲島 
SE9500シーラント 

2成分形 

アルコ－ル型 

深部硬化性 

自己接着性 

大阪営業部TEL06 (376)125~代表 

名古屋営業部TELOS2(563)3951代表 

九州営業所TELOS2 (7 12) 6158代表 

広島営業所1EL082(249) 781 I代表 

北陸営業所1EL0762(23)I 585代表 

南関東営業所TELOI62(22) 1595代表 

北関東営業所TELD4BS (26) 3972代表 

東関東営業所1EL0436 (22) 5743代表 

仙台営業所lEL022 (227) 9528代表 

北海道営業所TELOI 1(231)5281代表 
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剛から柔へ一現代の建築構造が剛構造から 

柔構造（動くビル）へと変わったいま、シーリング材は、 

建物の柔軟性や設計の自由性を支える重要な部材 

として、設計段階から慎重に検討されていまt 

サンスター技研は、シーリング材のリー科ンクタ 

ーカーとして、高度化・多様化する建築業界のニー 

ズに、たゆまぬ研究開発と確かな実績でお応えして 

いまt 

るサンスター技研のシーリング材。 用実績をぎ 子
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六本木アーク森ビル ヒルトンホテル 

●耐侯力と対応力に自信あり 

サンスターのシーリング材コ ー 

~ r に 鷺 

雪鼻用弾11ンーリング材 
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サンスター技研株式会社 
本 社：大阪府高観市明田町711 号 TEL.0726(81)0351 
東京支店凍阜鄭三田汀目鵬，（ヤナie肋 TEL.03 (4田）9釧 
名古●鶏：名古■市千叫輿丁目417号 TEL.価2(722)6615 
大阪支店：大販府高槻市明田町7番1号 TEL. lお（84)O凹O 

I 



シーリ ング材のことなら… 

●建築・土木用 
セカイチョーシーラーMS 
（変成シリコーン系のJIS A 5758) 
セカイチョーシーラーM- 1 
（変成シリコーン系 ~成分形） 
セカイチョーシーラーTH 
（ボリサルファイド系のJIS Aり58) 
セカイチョーシーラーPuそ得 
（ボリウレタン系のuIS Aョ駒） 
セカイチョーシーラーu-I 
（ポリウレタン系、 1成分形） 
セカイチョーシーラーEA 
（アクリル系） 
セカイチョーシーラーRB 
（ブチルゴム系） 
ケミコーク 
（油性コーキングのJIS A 5751) 
セカイチョーシーラーSI 
（シリコーン系） 
セカイチョーシーラーV 
（ブチルゴム系ひも状） 
セカイチョーシーラーVN 
（自己消火性、ひも状） 
セカイチョーシーラーVc 
（シールド工法セグメント用、ひも状） 
ェバートーン 
（クッション性複合シーリング材） 

●工業用 
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難燃性シーリング材 弱電機器用、空調機器用 
熟伝導性シーリング材 弱電機器用、空調機器用 
断熟性シーリング材 ・弱電機器用、空調機器用 

そ の 他 車輔用、コンテナー用、太陽温水器用 等’ 

〔その他建築用・工業用関連製品〕 

●防水関連 
マグネトーン（非加硫ブチルゴム系防水・防湿シート：住宅浴室内壁やベランダ、冷凍冷蔵倉庫に） 
ツーバイテープ（非加硫ブチルゴム系複合テープ：住宅サッシ廻り、バネル目地屋根防水に） 

●注入関連 
S .Kグラウトプラグ工法一A -E プラグにより低圧低速自動注入からピンニング注入工法まで、 

あらゆる注入工事に対応。 

注入材一注入条件に対応して品揃えした’エポキン樹脂及び注入性にすぐれたセメントスラリー。 

面熟 
妙 世界長株式会社 

化成品事業部 
T663 兵庫県西宮市津門大箇町8-39 

TEL 0798(26)5724 

名古屋：052(722)3301 

東 京： 03(462)5161 

前 橋：0272 (23)5675 

仙 台：022(295)7051 
広 島：082(295)0371 
福 岡：092(474)5582 

2 



f 
変成シリコーン系2成分形シーリング材 

- -I I---Jq ,●MS 
ポリサルファイド系2成分形シーリング材 

ポリウレタン系2成分形シーリング材 

ブチル系1成分形シーリング材 

能こ化学工業(2*) ■西135 東京都江東区白河4-9 -5 

■容東京03 (642) 7!05-6・7155 

 ノ 

2 成分形シーリング材用混練器 

250型細泡ミキスター 
〈特 徴〉 

シーリング材の混合時の空気抜が完全 

に出来、専用のフタ式タンクをかぶせ 

るだけで、真空状態に出来る。30秒毎 

の反転装置が付いている為、混合不良 

がない0 またメー力一の丸缶がそのま 

ま使えるバンド式である。 

シーリング業界の発展とともに歩む 

￥370,000 

ミキスタ工業株式会社 
本社 東京都中央区日本橋蛎殻町1-33-7 

TEL.(03)6691471綱 FAX.(03)667-9337 

3 



建築用弾性I ヤ‘．!I シ 
いJ ング材 －~’」 － 

ボリョ 'ILl 
回罪が認の鼬 

パーマポ＝コ乃同本 

で闘目易w 

回 

セメダイン「ポリシールI」は、変成ポリサルフアイド系 

ポリマー（パーマポールo）を主成分とし日本触媒化学工 

業脚と共同開発したI成分形建築用シーリング材です。空 

気中の酸素で硬化する特長を有し、バランスのとれた性能 

を保持することから、新しいI成分形シーリング材として 

今後の市場要求に対応する製品です。 

ノ
 - 

●酸素硬化のため、寒冷地（- 5C ）での硬化ガOKです。 

、 ●専用プライマー（MP200のを使用することにより、 

’ 油性ヲーキング材の打ち替え用途に最適です（I液タ 

＼ イフであるため、 リフオームでは混合機を必要とせ 

、 す、手軽な作業ができます）。’シール施工後の仕上 

，×塗雛醜轟農嘉舞三同程度の良好な密 

●PCSSRCSRC 、モルタル、ALCなど 
コンクIJート目地シール。 ●各種tナイデ 

ィング材の内91、装目地シール。●GRC 
などのセメ、ント2次製品類の目地シー 

ル。●石目地、タイル目地シール。・ 

v 、 建築各種の金属建具まわり、配管ま 

ら’ オつりシール。 ・折板目地、力ラ鉄 

・」 －、 板シール。 ●コンクリート系外壁 

’ り’、 リフオームの目地打替え、クラツ 
吉二 、 ク補修。 

「世 

、メ望 
～隣分形変成ポリサIレ‘フ 

遣築用シーリン 

艦u馴一 
セメタイン撫式灘社 

’ ち一 ・鵬二 ‘- " 

ージー 

富“-

- " 
''' . ' S

, V - 

ポリサルフアイド 

▲ 
油性コーキング材の打替え 
補修に最適ノ 

O 
接着剤とシーリング材の総合メー力― 

セメダイン株式会社 

〒I4I 東京都品川区東五反田4-5-9 

建 築 土 木 

事 業 部 

ft(03) 442-1341 

大阪支社 〒542 大阪市南区島之内I-I5-I4ff(06) 251-3555 

名古屋支店 〒464 名古屋市千種区井上町34丑(052)78I -3)66 

●m雪亀所am1)26~ー1471 ，間車曽電所，（叫り314-1671 広島曾桑所．（鵬2)24●ー”41 
曲青曾棗所血（脱2)21441町 ●岡曾桑所．（時42)52・加31 福岡曾集所血（加2)74ト71闘 

北喝車脅電所血（m5)22-1211 金沢嘗桑所．(0762)51-3541 

4 
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/ 
●―成分形変成シリコーン系・低モジュラスタイプ● 

陣猟二員BEL国SI肌翻？ 

ボンド変成シリコンコークLM 
「ボンド変成シリコンコーえの特長を生かした柔軟タイプのシーリング材で支 

塗装適性・接着性・作業性などにすぐれ、低モジュラス型で、サイディングボードなどの目地をはじめ広い用途に使えま支 

駅コニシ株式会社 

5 
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きれいなシ～クンク・ 

鐘淵化学工業株式会社 
特殊樹脂三部 

目立たないけれど 

高反応で定着していま魂 

●本 社 〒530 大阪市北区中之島3丁目2番4号朝日新聞ビル 
電話：大阪（叱）肥6－田31（ダイヤルイン） 

●東京支社 〒107 東京部港区元赤坂l丁目3番に号赤坂センタービル 
電話：棄京（03)479-9675（ダイヤルイン） 

▲耐久性、耐候性に優れていまt 

▲作業性が良好でt 

▲石材、タイルなど目地周辺を汚染しません。 

▲塗料の付着性が良好です。 

▲超高層ビルから小住宅まで幅広い用途に使用できまt 

超
高
層
ビ
ル
か
ら
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
ま
で
、
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ンーリングニュースー？に 
1989/1.25 でノでノ 

目 次 

3' 

39 

'0 

会長挨拶、顧問・日シエ連会長近況報告 

大谷浩造・小池迪夫・加藤正守・山本 勇 

工業会1年の歩み 

1989年を展望する 

サイディング材とシーリング（滝沢 克） 

俳句’回向院’（加藤正守） 

トピックス 

会員会社紹介 

アサヒボンド工業・タイルメント・バイエル合成シリコーン 

本部だより・各地からのたより 

刊行物案内 

日本シーリングエ業会の概要 
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豊かな実績 （ポリサルフアイト系） 確かな信頼 

“手オコ-Jレ”シーラント 
ホテル日 航 

‘ザ 

●接着性が良い ●作業性が抜群 
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~ 二液チオコールシーラントは、 

弊社製品’’チオコールLP”を主原料 

として、国内外の主要シーラントメー力― 

各社で製造販売されておリ、他の追随をゆるさない 

豊富な実績で、絶大なご信頼をいただいておリます。 
、 

『 

●汚れない・汚さない 
仕上がリが美しい 

●作業性が良い 

●力ヒが生えない 

' 

,r
一 

。一r 

:

 

,
 

●

 
、二』聾》 

レ 
'I判 

’香刈ン 

- ” ー 

ノノ、ー 

り 

接着性、耐久性、防力ビ性、作 

業性、貯蔵安定性など優れた性 

能をバランスよく備え、使い勝 

手の良いシーラントです。 

~バック：333m1入 りカートリッジ×20本 

標準色：ホワイト・グレー・ブラック 

アイボリー・ブラウン 

東レチオコール株式会社 
●本社東京都中央区日本橋本石町3-3-16（日本橋窒町ビル）廿03(241)1845(代） 

総代理店株式会社野村事務所 
●本社営業2部 東京都港区西新橋~司ー~5（物産ビル別館）呑03(502)1468（代） 

●大阪出張所 大阪市中央区南船場4－で8(関西［,斎橋ビル）廿06(243)0341（代） 

8 
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§年頭所感 § 
， ‘ 

日本シーリング工業会 昌 

会 長 大谷 浩造 昌 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一魯 
小小小小小小小小小小小亦小亦014亦小小小小小小小小亦小小小小小小嘱 

． はじめに大行天皇の崩御を 

声－ ； 二 悼み，皆様と共に心からお悔 

み申しあげたいと存じます。 

こ さて，建設業活況の中に年を 

議 終え，新しく平成の年を迎え 

二 費－ ー るに当りまして，誌上を借り 

昨年を省み，年頭の所感を申し述べます。 

さて，昨年は，一昨年に引続き建設関係は極めて 

活況に推移致しました。お蔭様にて私どもの業界も， 

可成り繁忙でございまして，一昨年に続き出荷量は 

2桁台の伸長があったものと予想され,誠に喜ばし 

いことと存じております。 

昨夏は思いもよらぬ長雨にたたられ，工事が相当 

に遅延したようでございます。また工事量の増加に 

よりまして，人手不足との声も聞いております。施 

工業界にとりましては,昨今の人手不足に加えて， 

高齢化が進み，この傾向は慢性化している模様で， 

今後の課題だと思われます。 

建設業のこの活況はいつまでも続くとは考えられ 

ず，既に住宅建設にはかげりが見られますし，企業 

の設備投資も近く一段落になろうかと存じます。私 

どもといたしましては，このような時期に備え，昨 

春，官民連帯共同研究に参画し，「シーリング防水の 

女修設計・施工指針」に関する研究を進めておりま 

す。この成果は来年度には公表されるものと存じま 

すが，今後のリフォーム或いはメインテナンスに関 

する指標として業界のお役にたつものと確信いたし 

ております。 

また, 63年度の「シーリング管理士」の研修会に 

は，工事業の方々の今までにない多数の参加がござ 

いました。この管理士制度が業界に砂いて高く評価 

され，関心を持たれている現れであると，喜ばしい 

次第でございます。 

g照 

』li泥 

さて，昨春，会長就任に当りまして，「明朗にして 

活発なエ業会」 をモットーといたしまして，分科会 

の活性化を計るべく分科会組織を改め，機能別分科 

会と基材別分科会とし，基材別分科会に変成ポリサ 

ルフアイド分科会を加えました。また対外的には「幅 

広く関連諸団体との関係を密接にする」 ことを課題 

として参りましたが，いささか力及ばなかったこと 

を反省しております。即ち内部的には価格競争によ 

る相互の不信感をぬぐえず，対外的にも今一歩の踏 

み込みが不足したと痛感しております。 

本日，新しい年の発足に当りまして，初心に帰り 

「明るい工業会」づくりと，「材販工の一体」を心に 

期して再出発したいと存じます。何卒一層のご支援 

を賜りますようお願い申し上げます。 

紗w前並田並電vwww幸並雷gw曲電並w並並並並並賞 

§昨・パルパルの年、小生は・曹 
今 昏 

g 日本シーリング工業会顧問 昌 

言 東京工業大学教授 小池 迪夫 昌 

易小小小小亦小小亦小小小小亦小小小小小小小小小小小小小小小冬小丞需 
三m二し ソウル，パルパル・オリン 

g ， ピックの年は，やや騒然とし 

- f て暮れた。 

誓麟熱 パルとは韓国語の8 を意味 

する。この音に英語のpalを 

当てると，仲良しということ 

になる。オリンピックを契機に多くの人が会い，友 

情を育んだことだろう。 

小生にとっても，昨年は例年になく外国が身近か 

であった。 

理由の第一は，イギリス・ボンマスの国際シンポ 

ジウムのためである。大勢の日本の人達と出席した 

が，発表が小生の一編とは寂しいのでは と申し 

上げたい。 

全く余談だが，シンポジウムの席上で，イングラ 

ンドとかスコットランドという昔の呼称を，正式な 

UK (United Kingdom，連合王国）に改めるべきで 

あるという動議が出され，以後それに従った。我々 

も 「イギリスのサッチャー首相」といった呼称を改 

めるべきなのかもしれない。 

第2には「J1SA6013改質アスファルトルーフィ 

ング」の再審議のためである。 
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状況調査のため国際アンケートを行なったことで 

新しい繋がりができ，このところ急に輸入が増加し 

たトーチ工法ルーフィング・メーカーの人の訪問を 

受けたりした。また4年程前から付き合いのあるフ 

ランス人（複数）は，来日する度にタ食を御馳走し 

てくれる。 

今年の圧巻は，何と言ってもスイス系の会社の新 

工場竣工の祝賀として，スイス大使館の午餐会に招 

かれたことだ。何しろ日本人招待客は住友金属の日 

向方斉さん（年末に，退職金から5億円を拠出し， 

山梨県に奨学金制度を創設して話題となった），国際 

オリンピック委員で，スキー銀メダリストの猪谷千 

春さん，ジャパンタイムズの社長，経団連日本EC委 

員会委員長の，住友商事の植村光雄さん といっ 

た顔ぶれである。初体験のこととはいえ大変緊張し 

たものだ。 

翌日，工場の披露宴でスピーチを頼まれ，24年前 

にチューリッヒで入手した，1880年と1973年発行の 

全く同じデザインの10サンチームのコインを示して， 

垣間見たスイスのお国柄の一端を紹介した。同席し 

たスイス人も珍しげに手に取って眺めていたが，今 

もって同じデザインだという。 

さて，昨年の芝刈りの成績を報告して終わりとし 

よう。一寸細工をして前年と比較してみた（1987年 

28ラウンド，1988年35ラウンド）。 

0ハーフ・ベスト10の平均 

1987年：45.7 

1988年：46.6 (+0一9) 

0ハーフ・ワースト10の平均 

1987年：60.6 

1988$ :59.2 (-1.4) 

0l ラウンドの平均は ベスト10とワースト10 

のそれぞれの平均の和よりはかなり好かった，とだ 

け申し上げておこう。 

上記の数値をみると，1987年に較べて1988年はバ 

ラツキが小さくなったことがわかる。ちなみに，ラ 

ウンド平均で1988年が2.0改善したことを報告した 

し‘。 

最後になりましたが，巳年の今年，関係諸社諸兄 

の御多幸と御繁栄が，南洋やアフリカの錦蛇や南米 

のボアのように，とても太くて長いことを心から祈 

念致します。 

§米国のホテルにて § 
ウ 冬 

3 日本シーリング工業会顧問 昌 

3 千葉大学助教授 加藤 正守 昌 

需小小小小亦小小小小小小小亦小小小亦亦小小小亦小小小小小亦小小小鸞 
米国へ行くたびにいろいろ 

と教えられることが多い。た 

とえ些細なことであっても， 

その中に米国の社会の仕組み 

や米国人のものの考え方を理 

解することができるのも旅の 

鍵」」J
（・・舞一 

'
 楽しみでもあります。 

Private Bar 

二泊してチェックアウトのためフロントへ行くと 

Private Bar-1.62ドルと書かれた請求書を渡され 

ました。電話，冷蔵庫など特に私的な利用はしなか 

ったので，間違いではないかと質すと，前日に部屋 

でプライベイトに酒を飲んだ料金であると説明をう 

けました。仲間と酒を飲んだことは確かであり，料 

金も僅かであったので支払に応じました。ホテルの 

部屋で酒を飲むことは通例であり，今までに一度で 

もこのような請求をうけたことはありませんし，ま 

た部屋でプライベイトに酒を飲んだことがどのよう 

にして判ったのかなどいろいろ思案してみましたが 

よく理解できませんでした。添乗員にきいてもその 

ような経験はないとのことです。旅行中何んとなく 

気になりましたが,ボトルを机の上に置いて外出し 

たことを思い出し，日本流に云えば酒の持込み料ま 

たはアイスメーカーの使用料ではないかと考え一応 

納得することができました。それにしては料金が笠 

過ぎますが，その内訳は料金が1.5ドル，これにo 0 ~//~ 

の消費税がかかっているようです。料金の多寡に関 

係なく，このようなものにも税金がかかっているの 

かなと考えさせられました。 

このシステムが，このホテルだけのものかどうか 

は分かりませんが，以後はポトルはちゃんと戸棚な 

どへ仕舞って置くことにしました。 

Express Check Out 

地方都市だけかも知れませんが，フロントも24時 

間勤務でないところがあるようです。コンピュータ 

ーによってすべてを処理するためかも知れません。 

朝早く出発することはあまり歓迎されませんが，そ 

の旨予め連絡をしておく と就寝中にExpress 

I0 



Check Outの請求書が届けられます。この請求書に 

所定事項を記入し，鍵と小切手とともにフロント前 

に設けられているExpress Check Out Box に投函 

しておくと,領収書は指定の場所または次の宿泊地 

に送付するというシステムです。 

朝のフロント前は長蛇の列です。場合によっては 

二，三十分待たされることがあります。ホテルの宿 

泊人数または利用人数とのバランスかも知れません 

が，フロント関係者が少ないためでしょう，ホテル 

経営のー端を窺い知ることができます。 

このシステムは，米国的合理主義によるものです 

カえ 現金の投函は安全上認められません。小切手を 

常時持ち歩かない日本人には不向きではないでしょ 

うか。 

最近の米国のホテルがアトリウム（ATRIUM）と 

いう新しい設計の考え方を採り入れているのは興味 

深いことです。 

拳幸平乎並乎電電乎曲並並電電曲口曲並幸並電電曲電乎曲曲並幸並並曲じ 
参 昏 

§ 
, 一 尋 
号 日本シーリング工事業団体連合会 昌 
鬱 全旦 III玉・ 畠 昏 
轡 ‘”ノサ カ 要 
り ‘ 
師小鳳小小小小小丞聴小亦亦亦亦小小小亦小小小小小小小小小小亦小小瞬 

§年頭御挨拶 

IIi・ミミ」1 

皆様新年明けましてお目出 

度うございます。昨年中は 

種々御支援を賜わり有難う存 

じました。幸い私共日シ工連 

も内需政策の進行で，業界 

共々陽の当たる場所を歩けた 

うに思われます。異常気象のせいか大事な時期に 

雨降りが続き，折角の好機を十二分に発揮出来なか 

った事は一寸残念なことでした。 

今年は是非共，天候にも恵まれて，年頭の期待を 

100％享受出来る年としたいものです。 

さて日シ工の皆様,創立25周年を迎えられ，益々 

fi互況報 

発展充実され誠に大慶に存じあげます。私共工事業 

者も，御指導をいただいた施工部会時代から顧ます 

と，同じ年代を経てきた事になります。25年と言え 

ば学校を出て，実社会に入り，希望に燃えて活躍す 

る位の期間を経たことになる訳で, これから大いに 

若々しく，逞ましく，成熟してゆくことでしょう。 

幸いにして，今年も私共業界を取りまく経済情勢は 

順調な見通しですし,お互いに辛かった時期を振返 

って，不備面を洗い直し，今後猶一層の発展を遂げ 

る為の諸検討を講ずるには，大変良い機会だと思わ 

れます。日シ工連も，永年懸案の組織改善問題，即 

ち法人化を目指し着々煮つめ中であります。長期間 

に亙り，各種の方策を討議してきたのですが，各地 

協の事情もあって，仲々これはベストだと思える案 

に恵まれず,如何にすれば，折角今日迄築きあげて 

きた現組織をきずつけずに猶且つ，現在以上に進展 

しうるかと真剣に検討中の状況です。何んとか，貴 

会25周年記念式典には作業を完了して花を添えたい 

と思っていたのですが，残念ながらまだ時日を要す 

るようです。「急がば廻れ」の諺もあるように,後々 

不平不満が残ったりして,折角の団結組織に疵を残 

す如きことをして後悔しない為にも，再度しっかり 

した構想を持って，万全を期してゆきたいと考えて 

います。色々な計画事業を進めてゆく訳ですが，今 

年は組織改善に重点を置くことになりましょう。 

日シ工の皆々様にも今後共多大の御支援をお願い 

することになりましょうし，中央会の御指導も多々 

得なければなりません。組織の近代化に向け再出発 

せんとする日シ工連をよろレくお願い申しあげます。 

終りになりましたがお得意様各位におかれましても， 

昨年にも増しての御支援と御鞭撻の程を心よりお願 

い申し上げます。 

II 



●屋上防水工事 

●補修，改修工事 

●シーリング工事 

●ライニングエ事 

●防水及補修全般 

結露防止・改修工事 

●赤外線建物診断 

●漏水現場診断・施工設計 

責 任 施 エ 

日本シーリング工業事団体連合会会員 

全日アスフアルト防水事業協同組合会員 

日本樹脂施工協会会員 

サンスター会会員 

リフリート工法普及会会員 

TVS赤外線建物診断協会会員 

（広島県知事許可般-60第4809) 

0 槲禽焦焦舞燃ン 
TEL 082-291-1631(f FAX 082-291-1739 

IT'S JUST SEALANT! 
のJIS 4 5758 許可番号576247 

フジテオコーIIノ 
液状ボリサルフアイドを 
ベースとした2成分形の 
シーラントで，構造物 
の変位に迫随し．日光、 

油薬品等によく耐え 
ます。 ノ 

アクリルユマルショ 

ンをベースにしたシ 

ーリング材で、長期 

にわたり柔軟性を失う 
ニとなく、その性能を 

十分に発揮します。 

GりJIS A 5758 許可番号381074 

ユーゼりト10る 

＼

ウレタンエ乏ストマー の 

＼ 持性を活して、シーラン 

＼ トとしての要求を漓た 
＼ し、且つ優れた諸性能 

叫＼ 竺碧讐誓の 
~ 

‘一一‘m．「語，ll01W ' 

晶蒜iir1虻“馴 
  I E 'fl 覇「’皿覇I霞」” ，一 

幽’虻 
轟誓轟 

:; : 
のA 5758 許可番号 576247 

島－ 

糾y 乾性油および不乾油 

r ， などのIIIIや石I由樹脂、 

● ノ タルクなどを混ぜて線 

●ノ り合せ柔軟性のパテ状 

J にした油性コーキング材 
です。 

4
' 

xトリツつ 
‘
，
了
 

エjF I--:..司レ 
GりJIS A 5751 許可番号鉛8206 

変成シリコーンポリマーをベース 

に酎熱性，耐久性は抜群，経済性や 

施工条件に対して許容度を高めた 

総合性能バランスの良さが大きな 

特徴のシーリング材です。 

《
毒
夢
 

一

・

 

の 
昭石化工株式会社 
本社 東京都渋谷区代々木1-11-2 TELに03) 320 -2005 

札幌出張所011(251)7912 東京営業所 03(320)2013 

仙台営業所022(267)5319 新潟営業所025(225)2331 

名古屋営業所052(231)6568 

大阪営業所 06(341)6395 

広島出張所昭2(283）舵26 

福岡営業所092(291)0008 
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器器器総総総器器響篇器豊慧工業会I 年の歩み葦踏器器器器器器器総総器器‘ 
年 月 

63. 1 

2 

主 な で き こ’ と 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

〇新年会及び特別講演会 

講師：加藤助教授（千葉大）「シーリング材ーアメリカと日本」。 

〇「シーリングニュース」Na32発行。「開口部シーリング防火研究 

委員会報告」掲載。 

0第11回シーリング管理士，第9回技術管理士検定講習会開催。 

管理士66名，技術管理士82名が参加，夫々51名（71.3%), 69名 

(84 .1 0 I/fO）が合格。 

o 勧日本建材産業協会への入会を決定。 

0 「変成ポリサルフアイド」分科会の設置を承認。 

0官民連帯共同研究の「建築用シーリング材の補修改修技術指針」 

への参加を決定。 

0 「シーリング」No.25発行，25周年記念号として25年の歩みを掲 

載。 

〇第25回通常総会開催，出席57名，62年度事業報告，決算報告， 

監査報告並びに63年度会長に大谷浩造氏（コニシ開）及び新役 

員を承認,事業計画，予算案を可決した。 

063年度検定講習会より，新カリキュラム「サイディング材とシー 

リング」を加えることを決定した。 

07 月13日付で官民連帯共同研究への参加が許可された。 

0「シーリングニュース」No.33発行,「シーリング材上の仕上塗材 

付着性測定結果」を掲載。 

0公正取引委員会に「FF会解散決議」 を報告。 

063年度検定講習会（64.1.12--d5）への参加募集を開始（締切 

63 . 10 .30)。 

025周年記念行事として記念講演会の開催を決定。 

〇建設省「建築工事共通仕様書」(64年版）（案）に対し意見を具 

申した。 

〇建設省「建築工事施工監理指針」の改訂に関し意見を具申した。 

0「シーリングニュース」No34発行。「窯業系防火サイディング用 

シーリング材の基礎知織について」 を掲載。 

0官民連帯共同研究に対し，「シーリング材の補修改修技術指針」 
の原案を完成，提出。 

0技術研修会開催，「建築塗料用弗素樹脂」について日本ペンウォ 

ルト株並びに旭硝子株が，「窯業系防火サイディング」について 

日本乾式防火サイディング協会がそれぞれ講演。 

〇顧問，相談役を囲む懇談会開催。 

0 JIS改正を申請。 

関 連 業 界 

〇62年着工面積前年上ヒ14.2％増 
を記録 

0社日本建設材料協会が社日本 

建材産業協会に改称し新組織 

で発足 

○日本樹脂施工協会が10周年記 

念講演会開催 

〇静岡県シーリング工事業協同 

組合設立 

〇日本カーテンウォールエ業 

会，昭和38---61年の受注実績 

まとめる。 
〇都営住宅サービス公社，油性 

コーキングの計画修繕実施年 

数策定研究をまとめる 
〇国際建設ロボットシンポジウ 

ムが東京・新宿「京王プラザ」 

で開催 
0日シエ連第13回通常総会開催 

（東京） 
0官庁建物の建築など修繕措置 

判定手法作成（建設省） 

〇オゾン試験法研究会（田中享 

二委員長）組織化 

〇コンクリートカーテンウォー 
ル工業会第15回総会開催 

〇第11回日本DIYショー開催 

（東京・晴海） 
〇施工合理化部会に建設施工の 

ロボット化等推進専門部会設 

置（建設省） 

0経営事項審査制度が改善され 

改正建設業法に織込まれる 
〇日本建築学会大会開催（習志 

野） 
〇官庁営繕工事監督・検査業務 

研究会設置（建設省） 

0建設業振興基金・構造改善セ 

ンターに元請・下請関係改善 

研究会設置（建設省） 

0景観材料研究会発足（通産省） 

0JIS A 5756「建築用ガスケツ 

ト」改定作業終了 

〇日本建築センターと建築保全 

センターが建築物等の保全技 

術・技術審査証明事業共同実 
施へ。 
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シーリング防水・PCプレハブ住宅防水・屋上防水・外壁化粧防水 

各種樹脂注入工事・商業ビIレ集合住宅・外装改修工事と総合診断 

肢術というひかりが 
建築物を守る 

新築工事、改修・補修工事の防水施工に30年の実績を持つ、技術 

のマサル工業が貴任を持ってお手伝い致します。 

お客様のニーズに合ったシーリング 

●新 築 工 事防水の納まり・目地設計・材料選定を 
致します。優れた品質管理下で、良 
心的な施工を致します。 

実績のある技術陣の調査によって、 
適切な診断を致します。適切な施工 

●補修・改修工事方法で、外装全体のシーリンI邦方水・ 
外装化粧防水・面防水施工をし、建 
物を老朽化から守ります。 

×H 」 に挑戦する 

〒~35 東京都江東区佐賀I一9-14 e 03(643) 5911閥 

耐火2 lJIS A 5758 耐久性区分80201:適合＼ 

＼建設省告示12引号 準不燃に適合 1 建設省告示12引号 準不燃に適合 ノ 

耐火月地シークング材・無汚染タイプ 

x 晃シーシーラント 

ーシーラント 

道フ1二 

他社シリコiンシーラン ト 
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ーーイシシコごレーションボー、ドなどの可動’目‘地lョーー． 
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- 
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閲関年容鳳望する 
広報委員会 

内需主導型経済構造への転換策により，昨年は産 

業界全般が活気に包まれた。大方の予想では，少な 

くとも1---2 年程度は好調が持続すると見込まれて 

いるが，業種によっては沈静化あるいは反動に転ず 

るものも出始めると思われ予断は許されない。この 

内，低迷の長かった建設業は，内需振興に当って中 

ブ的な役割を担い，一昨年より投資規模が大幅に増 

加した。必然的に業界も活気を取戻し，一昨年の回 

復期から，昨年は全国的な水準で好況に転じたと言 

えそうである。この好況がいつまで続くかが問題で 

あるが，現段階では目立った不安要素は見当らない。 

むしろ，新設住宅建設が昨年で一応のピークを見せ 

たものの，民間設備投資など非居住用建設が好調で 

全体の伸びを支え新たな需要展開が見られる点，都 

市周辺での地域再開発事業が息の長い民活推進型で 

軌道に乗っている点，また,欧米諸国に比べ立遅れ 

が目立つ住宅，社会資本の整備に対し行政面での取 

組みが本格化している点などを考え合せると建設需 

要の急激な落込みは考えにくいと言えるであろう。 

ただし，これらを支えている資本投下が，これまで 

の日本の経済行為が産み出した“金あまり現象” と 

』価高騰を背景にした投機的側面を持っこと，即ち， 

真に豊かな社会の建設を目途とする国民の総意に基 

づいた計画的な資本投下ではないところが不安材料 

と言えなくもない。 

建設着工の動きを見ると，まず総床面積では,昨 

年は，久し振りに2桁伸び率を示した一昨年に比べ， 

伸び率はやや低下したものの好調なうちに推移した。 

過去最高を記録した昭和48年の2億8000万ii?に次ぐ 

2億6000万m程度の実績が見込まれる。このうち防 

水・シーリングと関連の深い不燃建築の着工を見る 

と，こちらは，一昨年を上回る15％程度の伸びが見 

込まれ,実績面でも過去最高を示した同じく昭和48 

年の1億7900万if'2に迫る1億7500万m2に達する勢い 

にある。これを用途別に見ると，新設住宅が昨年は 

上半期低調， 8月にピークを迎えたものの以降振わ 

ず居住用床面積としては一昨年を下回る可能性も出 

ている。また，着工戸数については既に一昨年実績 

には届かぬものと見られている。これに対し非居住 

用は，鉱工業用ならびに商業用が高水準で伸長して 

おり，全体の伸びを支える結果となっている。 

今後の見通しは，非居住用好調2部門の動向如何 

とも言えるが，好況を背景にしたオフイスビルや製 

造業の設備投資は,建替需要も含め今暫くは続くも 

のと見られ，また，建設業界でも，川上側の設計部 

門,ゼネコンともに依然としてピーク状態にあり， 

年内一杯はこの状況が続くものと見られている。従 

って，よほどの経済変化でも起こらぬ限り急激な落 

込みはないであろう。 

こうした活況を受け，シーリング材関連部材の動 

向も好調に推移している。 

主なものの昨年実績をひろうと, まず，コンクリ 

ートカーテンウォールがー昨年同様20％前後の伸び， 

メタルカーテンウォールは出荷統計を公表していな 

いが，中小規模建物での採用が増加しておりやはり 

高水準での伸長が見込まれている。ALC板も同様 

に20％弱は伸長が見込まれ，昭和50年代初期の2倍 

以上の出荷高となっている。ただし，居住用建物へ 

の適用が多いサッシ，板ガラスについては,昨年1 

~9 月実績では一昨年同期比の伸び率を下回り8 ---

9 ％程度にとどまっている。これは，全着工床面積 

の伸び率と同程度で，本年も安定的に推移しそうで 

ある。 

建築用シーリング材は，一昨年，昭和55年以来7 

年ぶりの2 桁伸び率を示し，出荷量も全基材合計で 

6万トンの大台に乗せた。近年，建築用シーリング 

材の出荷動向は不燃建築物の着工動向と近似してお 

り，また，他の建築部材も多くが昨年は一昨年を上 
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回る高伸び率を示しているところから，昨年の出荷 

量は7万トン近くまで達したものと見られる。 

基材別動向は，ここ数年の傾向と変らずシリコー 

ン系，変成シリコーン系,ポリサルファイド系,ア 

クリルウレタン系，ポリウレタン系の弾性5基材で 

10％以上の伸びを見せ好調を示し，アクリル系も 

ALC 板の好況を受け高水準の伸びを見せそうであ 

る。また，伸び率の上では，相変らず1成分形が優 

表―1 昭和63年度 

勢で，特に変成シリコーン系，ポリウレタン系につ 

いでは住宅用窯業系サイディングボード目地への適 

用が定着したことが大きな要因となっている。 

建築用シーリング材も適材適所が定着する一方で 

要求性能の多様化が進み耐火，構造接着，防音，防 

カビ，カラー化など高機能材としての需要度合は 

益々強まると思われる。また，最近は多目的な弾性 

接着剤として内外壁にとどまらぬ新たな用途開発も 

設投資見通し （単位：億円，%) 

二1ぐぐ× 
投 資 額 増 加 率 

61 

（実績見込み） 

62 

（見込み） 

63 

（見通し） 

62

//61 

63

//62 

総 額 

（同実質） 

535,000 

(533,000) 

612,200 

(602,200) 

635,600 

(622,300) 器
 

3

.

8

3

.

3)
 建 築 

（同実質） 

住 宅 

非 住 宅 

316,800 

(311,200) 

169,900 

146,900 

366,500 

(354,000) 

202,900 

163,600 

385,700 

(371,000) 

209,600 

176,200 

晶19
.411
.
4
 5.

2

「碧 
土 木 

（同実質） 

政 府 

公共事業 

そ の 他 

民 間 

218,200 

(221,800) 

172,300 

146,000 

26,300 

46,000 

245,600 

(248,200) 

188,500 

165,600 

22,900 

57,100 

249,900 

(251,400) 

189,700 

166,500 

23,200 

60,200 

12.6 

(11一9) 

9.4 

13.4 

L12 .9 

24.1 

農0
.60
.51
.35
.
4
 

再
 

掲
 

政 府 

（同実質） 

民 間 

（同実質） 

209,500 

(212,100) 

325,500 

(321,000) 

229,100 

(230,900) 

383,100 

(371,300) 

230,300 

(231,300) 

405. 300 

(391,100) 

晶
器
 

0

.

5

0

.

2)
5.

8

5

.

3)
 （注）1．下段（ ）内は実質値（55年度価格）である。 

2．四捨五入により100億円単位の値としたため，各項目の合計は必ずしも一致しない。 

3.昭和62年度に国鉄が民営化され，政府土木から民間土木に移行した。 

表-2 建設着工統計 ※次頁に続く（単位：千mり 

月
 

年
 

間
 

間
 

総 数 
用 途 別 床 面 積 

居住専用 
居住産業 

併 用 

農林水産 

業 用 
鉱コ二業用 

商業サー 

ビス業用 
公益事業用 公務文教用 そ の 他 

床 面 積 

54 245.300 123,945 26,673 8,709 21,879 33.533 5,606 24. 781 173 

（対前年比） (105.7) ( 99.3) (106,9) (100.8) (133.9) (119.0) (115.6) (103.2) (70 .6) 

55 221,722 109,807 22, 468 7.665 22,688 29, 735 5.337 23,919 104 

（対前年比） ( 90.4) ( 88.6) (84 .2) (88 .0) (103.7) (88 .7) (95 .2) (96 .5) (60 .1) 

56 202,752 100,122 20,028 6,678 21,346 28, 170 5.551 20,716 139 

（対前年比） ( 91.4) ( 91.4) (89 .1) (87 .1) (94 .1) (94 .7) (104.0) (86 .6) (133.7) 

57 195.642 100,672 18,932 5,981 19,089 26, 756 4,508 19,530 174 

（対前年比） ( 96.5) (100.5) (94 ,5) (89 .6) (89 .4) (95 .0) (81 .2) (94 .3) (125.2) 

58 189,281 92,470 18,706 6,301 19, 130 30,292 4.262 17,892 228 

（対前年比） ( 96.7) (99 .9) (98 .8) (105.3) (100.2) (113.2) (94 .6) (91 .6) (131.0) 

59 196,138 92,788 19,082 6,109 25,568 31, 137 4,478 16, 721 246 

（対前年比） (103.6) (100.1) (102.0) (97 .0) (133.7) (102.8) (105.1) (93 .5) (107.9) 

60 199, 561 95,705 19, 138 5.838 25, 035 31, 617 5,789 16,216 223 

（対前年比） (101.7) (103.1) (100.3) (95 .6) (97 .9) (101 .5) (129.3) (97 .0) ( 90.7) 

61 
（対前年比） 

207.682 
(104.1) 

102, 858 
(107.5) 

19,864 
(103 .8) 

5.809 
(99 .5) 

21,248 
(84 .9) 

〔。く 

5
1
 

・『1 
6
2
 

0
 
一 

0
6
 

、
 

5, 396 
(93.2) 

16, 736 
(103.2) 

172 
(77.1) 

62 237.226 123. 703 23,213 5.763 21,391 40.795 5.814 26,344 203 
（対前年比） (114.2) (120一3) (116.9) (99 .2) (100.7) (114.6) (107.7) (97 .7) (118.4) 

63 第一四半期 
（対前年同期比） 

54,762 
(116.7) 

28,581 
(118.1) 

5.650 
(126.1) 

1 .117 
〔98.7) 

5.444 
(121.3) 

9,385 
(105.8) 

1

.

3

9

9

(116 .3)
 

3.132 
(125.0) 

54 
(131.7) 

63 第ニ四半期 65,554 33,106 6,514 1 .365 7,623 11, 709 1 .639 3,539 60 

（対前年同期比） (107.7) (101.7) (105.9) (82 .6) (147.2) (112.5) (106.7) (107.0) (67 .4) 

63 第三四半期－ 
（対前年同期」七） 

69,419 
(105.8) 

33.703 
(101.4) 

6.378 
(94 .4) 

1 .489 
(104.3) 

8.106 
(141.4) 

12,235 
(112.9) 

1 .857 
(137.1) 

5.587 
( 90.1) 

63
(131. 3) 
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行なわれており，いずれ到来する需要反動期への布 

石も着実に打たれつつあると言えるであろう。 

施工技術面では，現場技能員の不足，後継者の育 

成が大きな課題となっている。シーリング業界ばか 

りでなく建設業全般に共通する課題でもあり，業界 

のイメージアップと体質改善に全員が，それぞれの 

立場から本格的に取組まねばならぬ時が来ている。 

一方，成熟期にはいったシーリング技術にとって一 

(100万mり 

300 

280 

260 

240 

220 

200 

180 

160 

140 

120 

100 

80 

60 

, I I I I I I I I I I I 

52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63年 

図-1 建築着工面積（総床面積） 

昨年の建設省総プロ成果を引継いでの官民連帯共同 

研究「シーリング防水改修設計・施工指針・同解説」 

の完成は，ユーザーへの認識向上に大いに役立つで 

あろう。普及活動は今秋以降になるが，これまでの 

技術成果に併せての活用が期待されるところである。 
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図―2 不燃建築着工総計 

建 築 主 別 床 面 積 構 造 別 床 面 積 

民 間 不燃建築物 不 燃 建 築 物 

公 共 木 造 
小 計 
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鉄
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一 

鉄骨造 
コソクリート 
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34,367 80,326 131, 148 104.874 140.424 18,333 54,081 66.625 1 .100 285 
(105.0) (114.8) (101.4) ( 99.9) (110.5) (112.2) (103.6) (117.1) (78 .7) (135.7) 
32,842 
(95 .6) 
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(95.6) 
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議』蕪素撫畿舞吾 

日本シーリンソ 

技術委員 滝沢 

第I章 はじめに 

かつては住宅用外壁材といえば素人目にも判断で 

、るほど種類が少なく，土塗り，板貼，モルタル， 

金属板（トタン板）といった程度であった。そして 

それらの素材がもつ性能や寿命に対するイメージも 

ある程度共通していたが，ここ十数年の間 

に次々に出現した新しい外壁材は素材その 

ものが耳馴れないばかりでなく，複合化さ 

れていたりするので，どんな性質か想像す 

るのさえ難しい場合がある。 

このような外壁材のひとつにサイディン 

グ材（防火サイディング）と呼ばれるグル 

ープがある。サイディング材の登場は，宅 

地事情による住宅の密集化，それに伴う防 

火上の法規制，プレハブ住宅の普及などに 

も関係すると思われる。 

サイディング材の目地防水機能はシーリ 

グ施工に負うところが多いので，これら 

の部材を理解することは，シーリング施工 

管理上必要なことである。 

第2章 サイディング材 

サイディング材は一定の寸法を有する外 

壁材であるが，ALCやコンクリートパネ 

ルなどとは区別されている。その語源は 

SIDING (FRAME HOUSE の外壁の壁 

板）にあるようである。我が国では，下見 

板張り，羽目板類として壁を保護するため 

に貼る板を意味している。 

2.l サイディング材の種類 

サイディング材を原材料別に大別すると，窯業系 

サイディング材，金属系サイディング材，木質系サ 

イディング材の三種類に分類されている。それぞれ 

の主な特徴を表1 に示した。 

表1 

種 類 主 な 特 徴 

窯 業 系 主としてセメント，硅酸成分，充てん材及び補強織維 

類（石綿，岩綿，ガラス繊維，パルプ，木片， ビニロ 

ン等）を用いて成型・乾燥した製品で組成・製造方法 

等により性能も多岐にわたっている。 
金 属 系 耐水性，耐久性に優れるが，施エ方法や，防せい処理 

によっては，それらの性能が＋分に発揮できない場合 
がある。 

木 質 系 軽量で加工性に優れているが，吸水性が大きいため， 

膨張,収縮も大きい。表面塗装によって防水性を高め 

ているが，小口からの吸水によって塗装が剥離する場 
合がある 

表2 

住宅の種類 外 壁 材 

名 称 

ラ
 

ス
 

モ
 

ル
 

タ
 

ル 

窯
業
系
サ
イ
デ
 
イ
ン
グ
 

金
属
系
サ
イ
デ
 
イ
ン
グ
 

コ 
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
 
ロ 
7
夕
 

セ
 
ラ
ミ
 
ッ 
夕
プ
 
ロ 
プ 
夕
 

軽
量
コ
ン
夕
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
 

コ 
ン
夕
リ
ー
ト
パ
 
ネ
 
ル
 

木
 

質
 

パ
 

ネ
 

ル
 

A
 

L
 

C
 

パ
 

ネ
 

ル
 

モ
 
ル 
夕
 
ル
 
パ
 
ネ
 
ル 

鉄
筋
 コ 
ン
 
夕
 
り
 
ー
 
ト
 

木
 

材
 

煉
 

瓦
 

一 戸 建 住 宅 0
 

・
 
・
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0 
二 戸 建 住 宅 0

 
. .

 
0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0 0
 

0 
長 屋 建 住 宅 0

 ・
 
・
 

0
 
0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0 
中層共同住宅 0

 
C
 0

 
高層共同住宅 0

 
0
 0

 
農林漁業併用住宅 C

 
● S

 
0
 

0
 0

 
0
 

0
 

0
 

0
 

店舗併用住宅 0
 

S S
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

工場併用住宅 0
 

S
 

S
 

0
 

0
 0

 
0
 

事務所併用住宅 0
 

S
 

S
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 0

 
0
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2.2 外壁材としての分野 2.3 サイディング材の市場需要動向 

外壁材分野でのサイディング材の使用例を住宅様 

式で分類すると表2 のようになる。 

サイディング材の歴史的な使用概要の流れは次の 

ようになる。 

板 張 

l 
モ ルタ ル塗 

金 属 板 

l 
サイディング 

（窯業系） 

伝統的日本住宅の外壁の主流 

下見張り，たて羽目 

大正12年関東大震災 

防災対策，不燃化 

燃えない板張りの再現（伝統美） 

品質安定，工期短縮 

表3 

時代のニーズと住宅外壁材の主な流れの概要を表 

3 に示した。 

一般住宅における外壁材の種類別需要量の年度別 

推移を表4 に示した。 

表4 に見られるように窯業系サイディング材の急 

成長が顕著である。地域別にみれば，普及度にかな 

りの差があるようである。 

昭和50年度と60年度における一般住宅外壁材の種 

類別シェアの比較を図1で示した。 

窯業系サイディング材の進出が顕著である。 

2.4 サイディング材の施工形態 

サイディング材の施工形態は図2 に示す形態によ 

り行われている。尚，外壁ボードの基本的目地構造 

を表5 に示した。 

木質系サイディング

①軽量，加工性，安価 

②外観 

△防火性 

△あばれ，耐久性 

金属系サイディング 

①安価 

②雨仕舞 

ムさび 

△芯材 

△外観イメージ 

モルタル夕I壁 

①大壁，重厚さ 

②おさまり 

△きれっ 

△工期 

」 
石綿セメント系サイデイング 

①耐候性，耐久性 

△防火性 

△加I性 

△雨仕舞～シ一リング 

新窯業系サイデイング 

①防火性，耐久性 

②加工性 

③外観，イメ」ジ 

△雨仕舞～シーリング 

表4 

経済，社会，情勢 

(1）不燃化 

都市，住宅 

木造防火構造 

在来住宅の不燃化 

(2）住宅の質の向上 

防火，断熱，遮音 

耐久性，居住性 

(3)省ェネルギー化 

省ェネ法 

(4）多様化と個性化 

(5）工期短縮 

職種，技能 

△＝短所 

O ＝長所 

（単位：千坪，%) （除磁器タイル） 

姦＜ミこ 
55 年度 56年度 57 年度 58年度 59 年度 60 年度 61年度 62 年度 

需要量 比率 需要量 比率 需要量 比率 需要量 比率 需要量 比率 需要量 比率 需要量 比率 需要量 比率 

窯業系サイデイング 4,700 12.2 5,500 15.5 5,600 18.1 8,000 25.2 9,900 30.0 10,820 32.3 13, 150 36.5 16,110 38.1 

金属サイデイング 3.820 9.9 3,630 10.2 3.780 10.4 3,770 11.9 4,230 12.8 

}

3

,

0

5

0

 

9.1 
3640 

10.1 
、 

4,170 
9.9 

金 属 単 板 3,800 9.9 3,700 10.4 3,400 9.3 3,100 9.8 2,900 8.8 

A L C 1,030 2 .7 1,060 3.0 1,200 3.3 1,240 3.9 1.420 4.3 2.380 7.1 2,530 7.0 2,830 6.7 

木質系・その他 1.660 4.3 1.880 8.9 1,270 3.4 1,160 3.7 1.030 31 1,660 5.0 1,570 4.4 1,490 3.5 

モ ル タ ル 壁 23.430 60.9 20.240 57.0 20,240 55.5 14.430 45.5 13,520 41.0 15,600 46.5 15,130 42.0 17, 730 41.8 

合 計 38.440 100 35,510 100 36.490 100 31. 700 100 33,000 100 33,510 100 36,020 100 42,330 100 

（産業統計研究所） ' （矢野経済研究所） 
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図1 外壁材シェアー推移 

昭和50年度 昭和60年度 

I 

1 

その’ 
5 
死 木質系 

0* 

金属系 
15 * モルタノレ 

65 % 

表5 

窯業系 

釣妬 
モルタル 

45 * 

金属系 

10 * 

目地の名称 目 地 エ 法 仕 様 

突 付 け 

収縮する材料には不向きな工法で 

あり，薄い材料の場合，防水性及 

び防火性に欠ける 

： 二 ‘ ! ~ － 、 

突付部を面取り， この部分にシー 

リング材を施す内外壁の目地工法 
: 

目 透 し 

目透しの幅は，板材の厚さ又は約 

10mmである。目透し部には防火上 

又は防水上敷目板（材）を使用 

天井，内外壁の目地エ法 

. '. , 

. -． 

一」 ～・ ．I ' 

合 決 り ①三事③『 
② ~1 一一 ／~ 

工場で合決り加工し，重なり部に 

シーリング材を施す 

①及び②は，たて目地 

③は，よこ目地 

シ ー リ ン グ 二妄二エ一嘉二 
たて・よこ目地幅を10mm透し，これ 

にシーリング材を施す。木口とシー 

リング材との接着性，耐久性，防 

火性などを考慮したシーリング材 

の選択が重要である。金属敷目板 

を併用するものもある。外壁のた 

て， よこ目地工法 

H 形ジョイナー 

ステンレス鋼板，着色亜鉛鉄板又 

は塩化ビニル樹脂金属積層板製H 

型ジョイナーを使用。 内外壁のた 

て目地及び天井目地エ法 

‘二E二‘: 

さ ね は ぎ 

エ場で木口加工し， 目地にシーリ 

ング材を施す。外壁のたて目地工 

法 

①金属表面材をさね状に加エ 

②比較的厚い板 

9L ー嘩巨 
②一 ， 

水切ジョイナー 甘 粛 
ステンレス鋼板，着色亜鉛鉄板又 

は塩化ビニル樹脂金属積層板製の 

水切りジョイナー使用，シーリン 

グ材併用あり 

外壁のよこ目地エ法 
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図2 

サイディング ボード系,金属系，木材系 

張 る 材料 
ALC 系，コンクリート系，モルタル系 

ノぐ ノレ 

GRC 系，木質系，鋼枠系 

住宅の ブ ロ ッ ク 
空胴コンクリート系，セラミック系，ガラス系 

外壁材 積 む 材料 
型枠コンクリート系，着色コンクリート系 

れ ん が 通れんが系，有孔れんが系 

こて塗り材料 

打込む材料 

通モルタル系，軽量モルタル系，AEモルタル系 

通コンクリート系，AEコンクリート系 

第3章 窯業系サイディング材 

現在，戸建住宅を中心とする住宅外壁材の中で， 

サイディング材では前述の通り窯業系が主流を占め 

ている。 

木質系には，合板，パーティクルボード，硬質繊 

維板，半硬質繊維板，軟質繊維板，木毛セメント板， 

パルプセメント板など多くのものがあるが，これら 

の材料のうち，外壁材としては，硬質繊維板である 

ハードボード以外は非常に少ない。 

金属系は，使用例は多いが，防水加工法として, 

いわゆるシーリング施工は特定の箇所である。 

したがって，サイディング材のシーリング施工と 

いえば，窯業系サイディング材を対象にしているの 

が一般的であるので，以下窯業系サイディング材を 

対象として述べる。 

窯業系サイディングの普及の著しい点は先に述べ 

たとおりであるが，その主な理由について述べる。 

第一の理由は，品質面でモルタル塗壁に比べて優 

位な位置を占めるようになったことである。モルタ 

ル塗壁には，ヒビ割れ，剥離の欠点がある上に，防 

火上必要とされる塗厚2 cmが確保されているかのチ 

エックが困難であるが，その点，窯業系サイディン 

グ材では問題が少ない。 

第二の理由は，デザイン性に自由度がある点であ 

る。この点，住宅の多様化と個性化にマッチしてい 

る。和風，洋風，たて張り，よこ張りにも対応でき， 

伝統建築に近いよろい張り構法にも対応できている 

板表面のデザインもエンボスを含め多彩である。 

第三の理由は，工期の短さである。従来のモルタ 

ル塗壁の場合，湿式構法のため，天候に左右される 

ことが多く，また，塗上げ後の乾燥時間を待たなけ 

ればならないが，乾式構法では，こうしたモルタル 

塗構法における3 - 5工程を一度に施工できるため， 

明らかに工期が短縮できる。 

以上要約すると，耐防火性，デザインの多様化， 

工期の短縮が窯業系サイディングの特長といえる。 

3.l 窯業系サイディング材の材質 

窯業系サイディング材の性質は，その原材料，配 

合割合，加工方法により，多岐にわたっており，各 

メーカーも特徴ある板材の開発に力を注いでいるよ 

うである。主な基材を次に示す。 

イ）石綿セメント板 

ロ）石綿セメント・けい酸カルシウム板 

ハ）石綿セメント押出成形板 

ニ）硬質木片セメント板 

ホ）スラグセメントパーライト板 

へ）スラグ石こう板 

ト）石綿セメントパーライト板 

チ）火山れきフライアッシュフエノール樹脂板 

リ）フライアッシュスラグセメント板 

各メーカーの主な板材の要素を一覧的に表6 に示 

した。 
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3.2 窯業系サイディング材の製法 
抄造法（ハチェック法） 

長綱法（マニヤーニ法） 

窯業系サイディング材の主な製造法は，次の製造 湿式一層成型 

法の単独又は他技術の付加により製造されている。 3） セミウエット法（半乾式） 

1） ドライ製法（乾 式） 鋳型法 

2） ウエット製法（湿 式） 4） 押出成型法 

表6 

メーカー名 商 品 名 基 材 かさ比重 

旭 化 成 建 材 ノfワーボード AL C 板 0.65 

旭 硝 子 ほんばん ガラス・繊維セメント板 1.1 

朝日石綿工業 かべ一番 セメント，けい酸・カルシウム板 0.8 

朝日防火板工業所 
タフサイデイング 

デコボコサイデイング 

浅野ス レー ト 

ホームサイデイング（たて） けい酸・カルシウム板 0.8 

ホームサイデイング（よこ） スラグ，石こう，セメント板 1 .0 

スリットサイデイング（よこ） 

岩 倉 組 木 材 イワクラオーマル 火山れき・フエノール樹脂 0.8 

上 山 商 事 アトラスサイデイング 石綿・セメントパーライト板 0.9 

久 保 田 鉄 工 
防火サイデイング けい酸・カルシウム板 1 .0 

エンボスサイデイング 石綿セメント板 L7 

シポレックス販売 スーパーボード ALC 板 

昭和電工建材 ラムダ（中空押出成形タイプ） 石綿セメント 1.1 

大 建 工 業 

防火ダイケンサイデイング けい酸・カルシウム酸 0.85 

防火ダイケンサイデイングE 

（中空押出成形タイプ） 

東レグラ サル 完 壁 石綿・セメントパ一ライト板 0.9 

ニ チ ア ス ニチアスエンボスサイデイング けい酸・カルシウム板 1 .0 

日本ハード 

ボードエ業 

モエンサイデイングM 炭酸マグネシウム板 

モエンサイデイングw 硬質木片セメント板 0.9 

松 下 電’エ マルチサイデイング エトリンガイト，セメント板 1.0 

三井木材工業 センチュリーボード 硬質木片セメント板 0. 9-

三菱セメント建材 
エントリーサイデイング スラグ，石こう板 1 .0 

ヒシラックサイデイング けい酸・カルシウム板 0.7 

村樫スレート工業 アスべストサイデイング 石綿セメント板 L4 

原材料 → 

乾 

表面塗装 

図3 

配合・混練 

シーラー塗装 

乾 燥‘ 

妙 造 -4

定尺切断 

昭和59年 現在 

加圧・成型 

4- 高圧蒸気養生 
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し，一般建築物のジョイントに対する施工上の配慮 

の他にサイディングジョイントの特異な面がいくつ 

かあるので，シーリング施工にあたっては，この点 

を良く確認しなければならない。 

5） ダイレクトスプレー・スプレーサクション法 

一例として，抄造法のフローチャートを図3 に示 

す。 

4.1 シーリング材の主な施工場所 
第4章 窯業系サイディングジョイン 

トのシーリング工事 
窯業系サイディング材で住宅を施工した場合のシ 

サイディングジョイントのシーリング工事に関し ーリング材の主な施工箇所をよこ張りを例として図 

て，特別の施工法があるわけではなく，基本的には 4 に示す。 

シーリング施工手順を守ることが第一である。しか 

図4 シーリング材の主な施工箇所 

入 隅 部 縦 目 地 部 

補助桟 

雨贋｛「 lI ,iI舞舞，，鮎 
『“、 ～こ ／ ロ皿ノ 1■ 馴 I ～ー！ 

四mm以よ 

シーりング 

目地部は，専用ブライマー処 

してからシーリング施工する。 、ぐ浮こ 
シーリンクスは，入隅役物 

庇,下屋根との取合い部 
開 口 部 

シーリング 

ストプパーー ~ 

I冒 

サイディング 

三角 

ンーリング 

※皿板水切の出幅寸法は 

30mm」 A . 
30mm以上 

サイディング 

換 切 欠 き 部 

~om 3Dm以上一 
あける 胴緑 

釘穴はドリルで下孔をあける 

シーリング 

+ 
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4.2 サイディングジョイントの特徴 

1） ボードの種類によっては，膨張，収縮による 

ムーブメントが予想外に大きいものがある。 

2） 仕上がり外観など意匠上の理由で目地幅が― 

般に狭く設計されている。(lOinni以下の目地がか 

なりある。） 

3） 接着する小口面の状態が，切り出し面,シー 

ラー処理， トップコート加工など多様である。 

4） 戸建住宅が多い関係上，塩ビサッシ，アクリ 

ル塗装サッシ，フード（ABS樹脂）など他部材 

との接着面がある。 

4.3 シーリング施工の留意事項 

シーリング施工の面からすれば，サイディングジ 

ョイントは条件的にかなり厳しい目地といえる。し 

たがって，施工前に，サイディングメーカーのカタ 

ログ又は施工説明書等により指定事項を確認するこ 

とが必要である。確認事項の主な点を，次に挙げる。 

1） シーリング材の選択は適切か。 

2） プライマーは被着面及びシーリング材に適し 

ているか。 

3） 目地幅はlOnun程度か，目地深さは6inni以上で 

あるか。 

又，施工手順の中で最も重要な作業は，プライマ 

ーの塗布である。プライマー施工の良否がジョイン 

トの防水寿命を左右するといっても過言ではない。 

サイディングジョイントにおけるプライマーの役割 

は，被着体への接着性を向上させるだけでなく，切 

り出し面に対して粉じんを除去し，かつ，表面層を 

強化させる効果もある。又，プライマー層によりボ 

ードへの水の進入を防ぎ，ボードの凍結を防止する 

効果もある。 

施工におけるポイントは，目地寸法が小さいだけ 

に，塗りむら，塗り残しを起こしやすいため，より 

丁寧な施工を行うことである。プライマーの塗りむ 

らがあると，図5 のように，目地変位した場合,接 

着破壊が起こりやすくなる。 

第5章 シーリング材の選択 

5.1 シーリング材の選定基準 

日本乾式防火サイディング協会では，望ましいシ 

図5 プライマーの施工不良の例 

ブライマー 

シーリング材 

ボー ド ー ソ」ぐー ト’ 

表7 

変 位 
4 -

ホ『ー 

変 位 
-3 

ボー ト’ 

項 目 条 件 選 定 基 準 

引

張

接

着

性

 

浸
 

漬
 

時
 
後
 
後

時

後

 

常

水

 加

低

実

 

態
 

熱
 
温
 
曝
 

20CC 
吸水後 

70CC 

-10c 

1年 

50％モジュラス 3取ノcm2以下 

最大伸び率 200％以上 

美
 
観
 
性
 

汚れの付着 

塗装面の変色 

変 退 色 

表 面 状 態 

硬化後 

推奨塗装 

.1年 

2年 

著しい汚れが付着しない。 

著しい変色，汚れがない。 

著しい変色がない。 

著しい変化がない。 
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ーリング材の性能として表1に示す選定基準を要望 

している。 

52 サイディングに適したシーリング材 

現在，窯業系サイディング目地には主として一成 

分形変成シリコーン系，ポリウレタン系が使用され 

ている。 

日本乾式防火サイディング協会では表8 に示す解 

説をつけたシーリング材を推奨している。 

第6章 事故例からみた 

シーリング施工の留意点 

6.l シーリング材の目地部剥離 

主な原因 

イ）プライマーが塗布されなかった。 

ロ）プライマーの塗りむら，塗り残しがあった。 

ハ）シーリング材の充填不足やヘラ押さえが不完 

表8 
―片W、形か士1-1 ナ，士亜レ11】、ノゲ割ソn」 

~ノ‘ 'Iノ ‘ ~ ~ ~‘、ー~~ー ノ ー ノ ’I‘」 v / LL 只 

一 成 分 形 に っ い て 

シ―リング材 主 な 特 徴 使 用 時 の 留 意 事 項 サイデイングへの適否 
変成シリコーン系 オルガノシロキサンをもっ有機ポリマーが 

主成分で1成分形と2成分形があり，温度 

による物性変化が少なく耐候性に優れ表面 

に塗装が出来る。 

●専用のプライマー塗布による依存性が 

大きい。 

●ガラス面や大理石には適さない。 

●フタル酸系や油性の塗装を行うと乾燥， 

硬化しない事がある。 

0 適 

ボリサルフアイド系 ポリサルフアイド結合をもっポリマーが主 

成分で，1成分形と2成分形があり，シーリ 

ング材としての歴史が最も古く，耐候性に 

優れ露出目地使用して適する。 

●温度による硬化時間の変化が大きい。 

●塗料の種類によっては変色，軟化する 

事がある。 

〇 適 

ポリ ウレタ ン系 イソシアネート基をもっウレタンプレポリ 

マーが主成分で1成分形と2成分形があり， 

くり返し疲労及び表面への塗装適性が良く 

塗膜によって耐候性を補う事が出来る。 

●耐熱性がや●劣り金属パネルには適さ 

ない。 

●環境条件によっては変色する事がある。 

●フタル酸系や油性の塗装を行うと乾燥， 

硬化しない事がある。 

〇 適 

ア ク リ ル 系 アクリルエマルジョン樹脂が主成分で水性 

であり，作業性が良く，塗装適性も良い。 

一時的に水ぬれした部位でも使用出来る。 

●末乾燥，未硬化状態では雨水で流れる。 

●20％程度の体積収縮があり，低温度で 

は硬化時間がながくなる。 

△ 体積収縮を 

考慮する 

シ リ コ ー ン系 オルガノポリシロキサンが主成分で1成分 

形と2成分形があり，耐熱性，耐寒性，耐 

久性に優れ，ガラス質の表面に良く接着す 

る。 

●表面に塗料が付着し難い。 

●撥水成分の移行で目地周辺部を汚す。 

●表面にホコリが付着しやすい。 

x 

ブ チ ル 系 ブチルゴムが主成分で溶剤タイプであり保 

存安定性が良く，種々の被着体に接着する 

ので，化粧表面以外の2次防水個所に使用 

される。 

●耐溶剤性が悪く化粧表面には適さない。 

.20％程度の体積収縮がある。 

●溶剤による引火性がある。 

x 

油性コーキング材 天然油，合成油が主成分で動かないスキマ 

への充てん用として使用される。 

●油分のしみ出し，吸着で目地周辺を汚 

す。 

●伸縮する目地には使用出来ない。 

x 

全であった。 

ニ）シーリング材又は被着面に対して不適当なプ 

ライマーを使用した。 

ホ）接着面の清掃が不完全であった。 

へ）接着面が濡れている状態で施工した。 

6.2 シーリング材を使用した目地部でサイディ 

ング材表層部の破壊を伴って剥離した。 

主な原因 

イ）高モジュラスのシーリング材を使用した。 

ロ）サイディング材の収縮に対する目地幅が不適 

当であった。 

6.3 シーリング材を使用した目地部が汚れた。 

主な原因 

1） 露出目地の場合 

イ）シーリング材が未硬化の状態で土ほこりや 

ゴミが付着した。 

ロ）残存タック（べたつき）の大きいシーリン 
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ノ、 

グ材を使用した。ウレタン系や変成シリコ 

ーン系に多く見受けられる。 

シリコーン系を使用し静電作用により，ほ 

こりが付着した。 

2） 塗装仕上げ目地の場合 

イ）成分移行の多いシーリング材を使用した。 

ロ）仕上げ塗装材との事前確認を行わなかった。 

以上述べた原因は，シーリング材の正しい施工法 

を実施することにより，かなりの部分で防止できる 

はずであるが，サイディングジョイントのシーリン 

グ施工は，必ずしも専門業者が行うわけではないた 

ーウ，シーリング材に関する知識も十分とはいえない。 

窯業系サイディング材の外壁材としての機能は， 

適切なシーリング材，塗装仕上げ材，標準施工法を 

組み合わせることによって，初めて所定の性能を発 

揮できる。この点比較的歴史が新しく,急速な普及 

を見せているが，正しいシーリング材との組み合わ 

せや施工法，塗料とのコンピネーション，サッシ回 

りの施工法等，まだまだ研究開発しなければならな 

い点がある。 

材料相互に関する基本的な知識が施工段階に＋分 

徹底しているとは言えない。例えば「油性コーキン 

グ材を使って3 ケ月程で表面が汚れてきた」「シリコ 

ーンシーリング材を使ったが，塗料が剥離した」等 

の問い合わせは，正しい材料知識が普及していれば 

防げる問題であろう。 

したがって，シーリング材メーカー，サイディン 

グ材メーカー及び関係団体の共通認識に基づく普及 

活動が重要である。 

日本シーリングエ業会「建築用シーリング材 シー 

リング管理士用テキスト」1988年版より転載 

SREJ -J p 

P10TOjltコド 

：こ,』,ョョ・・・・ル 
JIS表示工場 

昼8 

S70 

S 50 

U73 

U31 

1 液変成シリコーン系シーリング材 

2 液変成シリコーン系シーリング材 

1 液ポリウレタン系シーリング材 

2 液ボリウレタン系シーリング材 

#100 # 500 感光性接着剤 

網入り板ガラス防錆ブチルテープ 

（ガラスメーカ-3社全硝連推奨品） 

第581036号（』S・A・5758) 

サンライズメイセイ株式会社 
本 社 工 場 

静 岡 工 場 

関東営業所 

熊谷営業所 

名古屋営業所 

関西営業所 

〒592 堺市浜寺石う幸田丁中1丁4番7号 T E L E X 5374-743 
電 話 （0722) 44-7500（代） FA × 0722-44-8183 
〒437-14 静岡県小笠郡大東町国安字ー本松24 -16 
電 話 (0537) 72-5700ff ) F A X (0537) 72--4772 
〒221 横 浜 市 神 奈 川 区三枚町 2 9 9 番地 5 
電 話 （045) 383-4651（代） F A X 045-383-4869 
〒360 埼玉県熊谷市宮町2 丁目1 3 2 番地（林ビル） 
雪 話 (0485) 25-1822(fi) F A X 0485-25-2491 
〒465 名古屋市名東区一社3丁目90番地（チサンビル202号） 
電 話 （052) 703-2061 （代） F A X 052-704-1978 
〒592 堺 市 浜 寺 石 津 町 中 1 丁 4 番 7 号 
電話 （0722) 44-7500(代） F A X 0722-44-8183 

広島営業所 〒733 広 島 市 西 区 三 篠 町 3 丁 目 20 番19 号 
－話 （082) 230一0019 FAX 082一230-1944 

九州営業所 〒811-32 福岡県宗像郡福問町字長引3464番地（桜井ビル） 

電話 （0940) 43-2254（代） FAX 0940-43-2866 
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低モジュラス 
（メタル・PC力・ーテン 
ウォール・土木用） 

アミノキシ型 
1 成分形12成分形

361 
の・！・2 

3 成分形 
酢 酸 

1 成分形 
アルコール 

1 成分形 

オキシム 

1 成分形 

ー 般 用 
（ガラス・ー般建材用） 

中・高モジユラス 
（ストラクチュラル 

グレイジング用） 

防 カ ビ 性 
（パ ス タ ブ 

381 
の+ 3 380 

83 73 

78 

62 

63 

64 

30ロ 

67 

 監」 

副
 

明
 

超 透 
（シ ョ ーケース用） 

難 燃 性 
（防 火 区 園 内 用） 

難燃充境シーール用 
（シリコーンフォーム） 

性
劇
 

助 
木 

流

仕

 
マスチック型 
（油 性 補 修 用） 

●l JIS A 575日「SR・1-1ロロ3ロ－A-Nj -
+2 JIS A 5フ58 rSR-2- 1 0030-A-Nj I 認定品 許可番号第381142号 
+3 JIS A 5758 1SR-1-903ロG-A-Nj ~ 

信頼のブランド 

=-Iレ 

各種用途に適した 

製品のラインナップ 

超高層ビルに数々の実績がある 

トスシール。この実績が保証する 

品質の確かさ、十分なる技術サー 

ビス体制、豊富な製品ラインが、 

どのような用途にもきっとご満足 

のゆく製品となって、皆様のお手 

許にお届けすることができます。 

’雄築用シーリング材に関することなら、 

まず、東芝シリコーンにこ相談ください。 

C碗腕 
SILICロri.j片 

束芝山リコーコ 

束差コリコーJ緊 
本社ノ‘106 東京●暁区六本栖そ引 

廿(03) 419-3501閥．支店ノ大阪・名古屋 

営案所/4し幌・仙台・金沢・北関東・松本・広島・福岡 
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加藤 正守 

錫杖に冬陽をとどむ首切地蔵 

冬ぬくしお伝次郎吉墓隣る 

初しぐれ矢立初の碑に佇ちて 

首塚にその名を残し冬の雨 

小塚原の刑場は，江戸時代のお仕置場のーつで， 

明治初年に廃止されるまでに，約二十万人が処刑さ 

れたという。首切り地蔵は，刑死者の菩提をとむら 

うために寛保元年に建てられたものである。台座に 

は建立した石工の名が刻まれている。 

回向院は，小塚原刑場の刑死者や牢死者を回向し 

た寺である。杉田玄白，前野良沢，中川淳庵らが， 

とこで刑死者らの腑分けをみて「解体新書」を翻訳 

したという。その観臓記念碑が入口の右側の壁に刻 

まれている。 

墓地には，橋本左内，吉田松陰，頼三樹三郎らの 

維新の志士，また鼠小僧次郎吉，直侍，高橋お伝， 

腕の喜三郎らの悪名の墓が金網に包まれて並んでい 

るのが面白い。 

芭蕉の矢立初の碑は，千住大橋のたもとにある大 

橋公園の中にある。松尾芭蕉は，元禄二年，門人曽 

良を伴って，深川の採茶庵から船で隅田川をさかの 

ぽり,千住で門人たちと別れ，おくの細道へ旅立っ 

た。 

「千じゅと云ふ所にて船をあがれば，前途三千里 

のおもい胸にふさがりて，幻のちまたに離別の1目を 

ふさぐ。 

行春や鳥啼き魚の目は泪 

是を矢立の初めとして，行く道なをすすまず，人々 

は途中に立ちならびて，後かげのみゆる迄はと見送 

るなるべし。」 

円通寺は，延暦十年，坂上田村麿の創建と伝えら 

れる古寺である。このあたりを小塚原とよぶのは， 

源義家が奥州鎮定のとき，討ちとった四十八の首を 

埋めて塚を築いたことによるという。境内には，板 

碑，石造七重塔，また上野寛永寺から移された黒門， 

彰義隊士を葬った「死節の碑」などがある。 

三の輪は浅草の山谷地区に近く，日雇労働者が多 

い。ただーつ残された都電の終点三の輪橋への近道 

には飲み屋が軒をつらねている。 

都電への飲み屋横丁冬の雨 正守 

（千葉大学工学部建築学科助教授） 

29 



睡「 

瑠「難－）【」一 

」
苅
 

鋼
姉
 

賠
皿
臓
 

1,, 
冊 

）お： 

，

 

一
「
鸞
響
響
耨
灘
舞
議
臓
麟
「
』
 

鵬
騒
難
 

麟矗難 

直
仰
奪
 

題
側
．
 

難
 ,血 

苦 電
嘩
瞬
護
・
慮
り
事
 

●

？

 

鎧L 

ミ雄主 

' 

溝」か 

川川―------lH聞川川聞―-lIlllllllll 讎聖賢鯨貨嚢鱈玲 

管理士66名●技術管理士89名参加～ 

昭和63年度のシーリング管理士 

およびシーリング技術管理士検定 

講習会が1月12日から15日までの 

4 日間，静岡県田方郡函南町の生 

産性研修会館で開催された。例年 

の2月から1月に移行しての開催 

は今回が初めて。 

検定講習会は今回で，シーリン 

グ管理士が第12回目，同技術管理 

士が第10回目を数え，これまでに 

それぞれ283名，399名の管理士が 

誕生している。今回の参加者は管 

理士が66名（認定試験のみ受験1 

名），技術管理士が89名で過去最高 

を記録，申込み時点で既に定員を 

オーバーしており，管理士制度の 

普及と管理業務の重要性に対する 

認識の高まりがうかがえる。 

講習内容は，前年度のカリキュ 

ラムに加え，近年需要が急増する 

一方でシーリング知識の欠如や安 

易な施工によるクレームが目立つ 

サイディングボードの目地シーリ 

ングについて新たな科目「サイデ 

ィング材とシーリング」が設けら 

れた。また，最終日には例年同様， 

管理士，技術管理士それぞれにつ 

いて資格認定試験が実施されたが， 

今回より一部配点方法に変更が加 

えられ，試験ならびに採点作業の 

円滑化が図られた。 
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馴嚇覇嚇闘嚇耕劃嚇購紺嚇琳紺輪網鵬卿蒋購覇鵬菊卿輪粉蒋欄卿網嚇網帰闘鵬嚇聴婦 

名古屋、北海道で 
管理士予備講智公開 

当会名古屋支部ならびに北海道 

支部では，このほどシーリング管 

理士・同技術管理士検定講習会受 

講者らを対象に予備講習会を開催 

した。 

これは，本年1月に静岡県田方 

当函南町の生産性研修会館で実施 

された第12回シーリング管理士試 

験，第10回シーリング技術管理士 

試験および同講習会に向けてのも 

ので,今回の受講者にとどまらず 

次年度受講予定者からも多数の参 

加があった。 

皿雄旦昌黨 
贈覇範亀事！発→ 

、 

劃鵬暴輪嚇鶴網嚇卿嚇嚇鶴鵬 

藍 

まず,名古屋支部主催の講習会 

は，12月22日午前9時30分よりタ 

刻の5時まで市内の中部ゴム会館 

で参加者28名（うち今回受講生17 

名）をもって挙行され，講師には 

本部より池田生雄検定委員長が派 

遣された。 

官民共同研究 
第4回開発委員会開 

トピックス 

また，北海道支部主催の講習会 

は1月9 , 10日の2 日間に渡って 

札幌市の職業能力開発協会研修セ 

ンターで実施された。参加者は11 

名（うち今回受講生7名）,講師に 

は，同じく本部より松浪久夫検定 

副委員長が派遣された。 

双方とも，シーリング管理士用 

の新テキストを中心に，特に積算 

演習に力のはいった講習内容とな 

った。 

昭和63年度第4回目の官民連帯 

共同研究「防水・シーリング改修 

技術開発委員会」が，昨年12月14 

日午後2時より東京・千代田区平 

河町の全共連ビルで開催された。 

当日は,今泉勝吉委員長（工学 

院大学教授）を始め，建築研究所， 

建設省，ゼネコンの各委員，参加 

団体・企業が集まり，研究成果の 

報告，今後の検討課題などについ 

て大詰の打合せが行なわれた。 

この結果,今後のスケジュール 

として，参加団体は，各指針案に 

ついて一部改訂を加え1月中に最 

終案を提出，3月には委員会より 

建設省に報告書にして提出される 

ことになり，本格的な普及活動に 

はいるのは早くとも今秋の見込み 

である。 

移 

日本シーカ翻本社・東京営業所 

新住所＝＝東京都大田区大森北2ー 

4 --8東京建物大森ビル 電話番 

号=03 (767) 9821(I ) 

力ネボウ・エヌエスシー株広島 

出張所 新住所＝＝広島市中区舟入 

幸町8 -11サンケイ・ハイム1階 

9 ..WW ●”●●幸雪Ww 

昌 こ当 自 
貝 冫月 j志 

本本本泰小泰零．奥本本‘本四’本丞 

昌 こ当 自 
界 ノr I'山、 昌 

本本本泰小泰零．奥本本●本四●本丞本本本’ 

電話番号＝082(234)9322, FAX 玉県熊谷市筑波1 -204 電話番 

=082(234) 9323。 号=0485 (26) 3972。 

開 設 

トーレ・シリコーン株南関東営 

業所 住所＝＝神奈川県厚木市中町 

3 -11-18 電話番号=0462(22) 

1595。 

同社・北関東営業所 住所一埼 

~ 
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時代のニーズに応じて 
建築用弾性シーリング材 

Hi一Bo 
変成シリコーン系 ポリサルフアイド系 

（叩3ロ） (9ロ3ロ） 

IIi-Bon 2000 

恒】 

ポリウレタン系 
旧口己ロ） 

● H1-Bonm 
)
 

の表示許可工場 

日丘化成ポリマー株式会社 
東京都千代田区内神田I ー~3- 7（四国ビル）〒101 

TEL.03- 2 9 4 - 4 5 0 I閥 FAX.(Gffl) 2 9 3 - 0 8 9 8 

建築防水資材の名コンビ 

シーリング材 

シリコーン1液2液 変成シリコーン 

ポリサルフアイド 

ウレタン1液2液 

アクリル フチル 油性 

★防水吹付材・ェボキシ注入材 ． 

★エポキシライニング材・防水塗床材 

★ウレタン防水材・シート防水材・伸縮目地材 

U 

バックアップ材 
角型丸棒超硬質特殊形状 

コムグレイジングロープ 

マスキングテープ 

他副資材 

豊富な在庫で迅速納入 

フョー株式会社 
本社・建材営業部ノ〒130東京都墨田区業平5-5-6 Tel. 03(626) 337I（代） 
大 阪 支 店ノ〒532大阪市淀川区宮原5-6-10 Tel.06(395)0201（代） 
仙 台 営 業 所ノ〒982仙台市一本杉町37- I8Tel.0222(98)7334（代） 
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I 会員会社紹介（7) 
総務委員会 

アサピポンド 
国 
桑 
翻 

東京オリンピックの余韻さめや 

らぬ，昭和40年3月，当社現社長・ 

児玉輝夫氏が川崎市の一角で鉄粉 

を混ぜた車両用の重防蝕塗料を製 

造しはじめたのが，当社の始まり 

である。ほとんどこれと時を同じ 

くして，当時としてはまだ珍しか 

ったチオコールを手掛け，可使時 

間のコントロールや小口の色物受 

繊への対応に小回りを利かせてユ 

ーザーから高い評価を受けた。 

折しも，国産化間もないエポキ 

シ樹脂による接着剤がコンクリー 

'UII 

ト補修・仕上材固着用途に注目さ 

れはじめた時期で，これもいち早 

く取り上げた事が今日の当社の柱 

となっている。 

翌々年の42年2月，より適切な 

立地を求めて現在地に移転し同時 

にこの頃，文部省に勤務して居た 

社長の甥・徳田精久氏カにの事業 

に加わって，爾来20年名実共にそ 

の片腕として今日に至って居る。 

この時期の仕事として，広島原 

爆ドーム補修工事が受注量の大き 

さと歴史的な意義の深さから今も 

なお記憶に新しい。これを契機に 

研究開発体制を強化し試験機器類 

を拡充しだしたことが45年発売の 

「アサヒボンド 576」に結実し 

た。これは現場での施工能率向上 

に飛躍的に寄与したマョネーズ状 

の注入剤でその後，業界ではこれ 

が同種製品の設計基準となった。 

チオコールと共にウレタンシー 

ラントも早くから手掛け，ー時期 

工業会を代表して技能検定試験用 

試材にも使って頂いたが，現在は 

限りある力をエポキシ系資材の開 

発育成に集中している。 

施主と施工者の両方をいつも念 

頭に置いて物を作り，売って行く 

ということが当社の大原則である。 

タイルメントは創業35周年を経 

過し，建築の接着・接合・断熱材 

工事関連材料にターゲットをしII 

って発展してきている。シーリン 

グについても建築の接着・接合の 

システム化の中で位置づけされて 

いる，個々のシーリング材料を市 

場展開するというより，用途別に 

接着工法との組み合わせとか，断 

熱工事との組み合わせといった境 

界領域に現場密着型で開発してき 

た。 タイルメントの業容をカタロ 

グ的にスケッチすると次のごとく 
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になる。 

・建材用 ・コンクリート／左 

官用 ・陶磁器質タイル用 ・床 

仕上げ用 ・床下地補修材 ・ク 

ロス貼り用 ・シーリング ・改 

装／補修用 ・保温／保冷外装仕 

上材 ・ファスニングシステム（保 

温・保冷・防音工事用） ・断熱 

材用 ・工業用接着材 ソフト機 

器 

この様に建築領域を細分化し現 

場フオローするという姿勢で今日 

に至っている。 

（企業理念・スローガン） 

豊かな人間環境の向上のため新 

しい価値の創造に貢献します。 

3C スローガン：創造（GRE 

AT ION ), 挑戦（CHALL 

ENGE )，協調（COOPER 

AT ION ) 

（概況） 

創業：昭和28年10月 資本金： 

9800万円 年間売上高：70億 従 

業員数：150人 事業所：本社（名 

古屋），支店（東京，大阪，名古 

屋），営業所（仙台，広島，福岡） 

出張所（札幌，横浜，金沢），開発 

営業部（東京），技術開発センター 

（大垣），工場（大垣…JIS工場） 

代表取締役会長／小林盛人，代表 

取締役社長／中林信二,代表取締 

役専務／小林哲夫 

（シーリング商品名） 

アークシールシリーズ（シリコ 

ーン系，変成シリコーン系，ウレ 

タン系，アクリル系，ブチルゴム 

系，油性系），アクリルコークジャ 

ンボ，コークボンド，カラーシー 

ル，板金シリコーン・ 

（沿革） 

0 

・戦後いち早く建築技術の近代化 

を予測して高分子化学の技術を応 

用し,接着材メーカーとして創業 

した。・昭和33年から販売拠点を全 

国各地に設け，建設業界に接着工 

法の理解と指導を推進し，新市場 

の開拓に貢献した。・この努力は昭 

和39年（東京オリンピック開催） 

頃から各方面で認知された。・昭和 

43年JIS工場となる。・昭和50年代 

以降接着工法の進展，需要の拡大， 

新製品開発の展開に対応するため 

に，大垣工場，技術開発センター 

の拡充を実施した。・昭和63年代表 

取締役会長／小林盛人は日本接着 

協会・技術賞（陶磁器タイル用接 

着剤と接着工法の開発の実用化） 

を受賞した。 

バイ国J診倉成シ 

/ 
,, 

I 

や、 

料の工夫によって,着実にシェア 

を伸ばしてきました。その結果， 

日本で育成されたシーラント事業 

を土台にして，日本市場における 

総合的なシリコーン事業の発展を 

意図して，バイェルと日本合成の 

合弁事業として，当社が発足した 

次第です。 

当社の取扱い製品は，シーラン 

トの他に，ゴム（熱加硫型ゴム， 

液状ゴム），オイル，レジン（塗 

料，ワニス原料），建築用撥水剤な 

どで，シリコーン製品の大部分の 

分野をカバーしています。これら 

製品を白本という最先端市場に。 

り込むということで,当社の存在 

は，バイェル社にとって，重要な 

戦略的意味を持っております。 

会社設立の趣旨からして，当社 

内でのシーラントのシェアは年々 

低くなっていますが，シーラント 

事業そのものも発展を続けていま 

す。ただ，これまでがシリコーン 

シーラントの大衆化，普及に貢献 

してきたのであるとすれば，今後 

は，機能性を付与したシリコーン 

シーラントの開発によって，グレ 

国r
~L
ン
 

当社の創立は昭和58年ですが， 

シリコーンシーラント製造の歴史 

は，昭和50年にさかのぽります。 

当時，当社の一方の親会社である 

日本合成化学工業翻が，バイエル 

社（西ドイツ）と技術提携し，バ 

イエルの原料と技術にもとづいて， 

岐阜県大垣市でシリコーンシーラ 

ントの製造，販売を始めました。 

折しもオイルショックからの立直 

りのときで，建築需要の伸びが思 

わしくないなか，日本市場のニー 

ズにあった品種の開発と，包装材 
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ードアップにつとめたい，と考え 

ております。 

1988年1月からは，豊橋市に工 

場と研究室を集約し発足すること 

になりました。これにより，シー 

ラントおよびゴムの研究，製造， 

配送を－貫して行なえる態勢がと 

とのい，日本市場への浸透に，一 

層拍車がかかることが期待されま 

す。 

豊橋は日本の中央に位置し，三 

河湾に面して海陸の運送の便に恵 

まれています。工場の周辺はまだ 

農業地帯の趣きで，温暖な気候， 

純朴な気風，美味しい魚や野菜， 

伊良湖崎や蒲郡といった観光地に 

恵まれたよいところですが，工場， 

研究室の中は，徹底したコストダ 

ウン，スピーディーな新製品開発 

と技術サービスを追及して，熱く 

燃えています。 

2 三、ざ嘱 一
 

‘臨 

－書 

使いやすさと信頼性の調和 タイルメントの充てん剤 

s -iロロ Sー巳ロロ S -3ロ0 S -5ロ0 S -7ロロ 
jシリコーン系） （ウレタン系） （アクリル系） （油性系） 

s -i ol 
‘ノリコーン系】 

5 -2ロ2LM 
（変成シリコーン系） 

S-SロSLM 
（ウレタン系） 

S -6ロロ 
（ブチルゴム系） 

てて？伯ゴ 
ジャンボ 
（アクリル系） 

~ 

,7 
徴式会社ョイ孔メコト 

本社／〒453 名古厘市中村区電跡町1の58 TELWS2)412・”叫lt」 F AX(052)41ト3516 

■東京i 口1 ■大阪支店．■名古屋支店■仙台営業所■福岡営業所■広島営業所■札幌出張所■横浜出張所■北陸出張所 
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二各地からのたよリ 

●本部事務局だより 

この正月休みはカレンダーのめ 

ぐり合せが悪く，充分な休暇を取 

れなかった方も多いと思います。 

時節柄の自粛ムードとは言え正月 

ともなればいささか華やいだ気分 

になるのも止むを得ないところで 

す。 

さて,昨年は建築プームの中で 

の長雨で，シーリング材の出荷が 

片寄り,変則的であったと思いま 

すが，何はともあれ可成な伸長で 

あるとうかがわれます。 

工業会の活動状況は，雨に関係 

なく盛り沢山でした。 

総務委員会では，公取問題の締 

めくくり，会則の改訂，25周年行 

事の企画など，年末までに何とか 

片がついた所です。特に今年は堺 

屋太一氏の講演が目玉となり，多 

くの招待客を迎えて開催いたしま 

す。 

技術委員会は多くの課題を抱え, 

大忙しで年を越しました。まず官 

民連帯共同研究に係る報告書の作 

成には，夏の2泊3日の合宿を含 

め10回に及ぶ審議を重ね，ようや 

く年末に成案を得ました。その間, 

建設省の共通仕様書や管理指針に 

対する意見をまとめ具申するなど， 

その活躍ぶりは瞠目すべきもので 

す。 

検定委員会では63年度の管理士 

検定講習会の募集を，8月10日に 

開始し，管理士68名，技術管理士 

90名，合計158名と過去最大の参加 

となりました。多くの管理士が誕 

生することがのぞまれます。 

広報委員会は「シーリング」及 

び「シーリングニュース」の編集 

に際し，意義ある記事，興味を持 

たれる記事を集めるのに苦労して 

おります。何卒，進んで寄稿願い 

たいものです。 

調査委員会ではいよいよ出荷統 

計を集計いたします。昨年はどん 

な数量になるか，楽しみなことで 

す。 

1 月は行く， 2月は逃げる，3 

月は去る， 1年はまたたく間にす 

ぎてゆきます。今年も引き続き良 

い年であることを期待します。 

●北海道支部の動き 

北海道も雪化粧の季節，シーリ 

ング工事も最後の追込に入り，大 

忙しとなっています。 

最近の支部活動にてル、て以下連 

絡致します。 

1． 年末現場パトロールを北シ 

協と合同で来る12月14----15日に実 

施する。(12月3 日開催の合同役員 

会にて決定。） 

2， 支部会合及び忘年会開催 

(12月7日於全日空ホテル） 

尚当日は, 日本防火サイディング 

協会（在札メーカー）との意見交 

換も行なう。 

また，年明け早々には，来る管 

理士検定講習会に向け，支部主催 

の検定予備講習を行う予定です。 

当支部参加者の管理士試験合格 

者が多数誕生することを願う次第 

であります。 （支部長 風間） 

●仙台支部の動き 

新聞紙上を賑わしていた長雨に 

よる農作物の不作は例年にない規 

模で，特に宮城県がひどい様です。 

各建設工事も雨の為又職人不足の 

為軒並遅れが目立ち，シーリング 

工事も最後の追込み時期を迎え忙 

しい時期を迎えています。しかし， 

残念ながら材料工事価格は相変ら 

ずの低迷が続いている様です。 

東北各地はいよいよ本格的な冬 

将軍の到来です。今年も青葉通り 

定禅寺通りではクリスマス，そし 

て新年を迎えるまで光のページェ 

ントが行われます。'89は政令指定 

都市仙台のスタートですが，産学 

官による協力で2月には東北イン 

テリジェントコスモス研究機構 

（にR）が設立される予定です。又 

各種イベントの開催も予定されて 

いる様です。'89も関連業界は活況 

を呈しそうです。さて仙台支部は 

10月に支部会を開催しました。11 

月は懇親会の予定でしたが各社共 

忙しく流会となりました。又例主 

行われた忘年会も今年は新年会と 

例会とを兼ねて開催する事になり 

ました。年度内行事も残り少なく 

なりましたが精一ぱい努力致しま 

す。 

●東京支部の動き 

いよいよ今年もあとわずかとな 

り，何かとあわただしい昨今，当 

支部も長い間の天候不順からやっ 

と抜け出し，内需拡大のフォロー 

の風を享受しようと，今年最後の 
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 各地からのたよU二 

追い込みで日夜奮闘致しておりま 

す。 

9月には，今年度のスローガン 

であります，明るい支部活動の主 

旨のもとに，支部会員相互の親睦 

を図る為，支部親睦ゴルフ大会を， 

10月には久方ぶりの市場懇談会を， 

三洋工業開，松波氏に「消防法の 

改正」についての解説をお願いし 

て開催致しました。 

へ又，本部の会則改訂に伴って， 

支部会則にもそれを取り入れると 

いうことで進めております。これ 

は，'89 1 月の支部臨時総会にて改 

訂の予定です。 

●名古屋支部の動き 

今年も年の瀬を迎え何かとせわ 

しい毎日です。いかがおすごしで 

しょうか。 

中部地域の建設業界も例年にな 

く活況に満ちた一年であったと言 

えると思います。人手，資材不足 

を理由に遅れ気味の物件が多々あ 

るようで，このような環境はシー 

ング業界体質の改善に寄与する 

ものと思われたのですが，それも 

かなわず厳しい状態にありなが 

ら’88を終ろうとしています。 

さて，管理士，技術管理士の受 

験者を対象に，本部の援助を待っ 

て予備講習を12月22日に実施のは 

こびとなっています。これには受 

験者以外の人にも呼びかけを行な 

い将来の管理士受験のキッカケに 

なればと，多数の参加を期待して 

いるところです。 

●大阪支部の動き 

忘年会シーズンの到来となりま 

したが，例年に比して，工事が遅 

れがちのため，気ぜわしい忘年会 

となっています。 

大阪支部の活動も活発になって 

参りました。 

10月28日，DMゴルフコンぺを 

快晴の池田カンツリークラプで挙 

行，横浜関西工販株・専修怜二氏 

が優勝し， 2 位高橋功氏（旭栄 

株）, 3位赤木圭介氏（大阪御国商 

事株）となにわ会メンバーの独占 

となりました。又11月4 日には 

DMK ゴルフコンぺが関シ協主催 

で開催され，大阪支部も多数参加 

し，親睦を高めました。また，11 

月7日には大阪市住宅供給公社建 

設部に対しシーリングと塗装材と 

の関連，工事保証年限等の質問に 

対して支部三役が適材適所表, 

Q &A 等のデーターを基に説明に 

あたりました。関シ協とも11月28 

日にシーリング業界を秩序ある， 

お互いが繁栄していくための施策 

について話し合いを持ちました。 

本年はなにわ会主催の忘年会を 

見送り， 1 月26日，研修会と併せ 

て新年会を開催することに致しま 

した。研修会のテーマとして「官 

民共同研究」や「共通仕様書の動 

向」について，最新の技術動向を 

主体とする予定です。 

（文責・前田） 

．広島支部の動き 

当支部管下の景気も，内需拡大 

の好影響により昨年は，特に建設 

関係が中心的役割を果たし，リー 

ドしました。広島市でも20数階の 

大ホテルや，事務所マンションの 

建設が相次ぎ，2 - 3年で街の様 

相が大きく変る状況です。 

来年度も，ミニ高成長の継続と 

もてはやされそうです。我々の商 

売もますます発展可能と期待して 

います。 （須藤・記） 

●福岡支部の動き 

福岡の話題は今，何と云っても 

ダイェーホークスの誕生とアジア 

太平洋博です。いずれも博多湾の 

埋立地に建設されますが中でもダ 

イエーホークスのフランチャイズ 

に伴う日本初の開会式，ツインド 

ーム球場建設は町の活性化の大き 

な期待を担っています。又，'89/ 

3～開催予定のアジア太平洋博覧 

会（よかトピア’89）は35ケ国が参 

加するビッグイベントです。これ 

等関連の諸施設建設や道路網の整 

備，更にはビジネスエリアの再開 

発や環境整備等は新しい時代のニ 

ューメディアとしてより機能化し 

て行くことでしょう。今，官民工 

事はピークを迎えようとしていま 

す。九州各県の動きも住宅関連を 

中心に活発になってきました。そ 

んな中で今一度，業界の改善並び 

に発展を促すべく，新春の九シ協 

との合同懇親会開催に期待してい 

ます。 
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シーカの解。 

シーlZンク抛スとらバ’で或 
ビルやマンションの内外装施工、土木施設の仕上げ施工などに． 

使われているシーリング材。シーリング材に求められる性能は、接 

着性・耐候性はもとより、作業がしやすく乾きも早いこと。つまり、施 

工の最終工程だけに、こうしたスピーディな施工性が何よりも喜ば 

れまt～シーカのシーリング材は、1液ウレタ％ですから作業効率 

も高く、スピーディな施工に威力を発揮。 

シー力は多彩なニーズに最適解で応えまt 

シーカの土木・建築用シーリング材 

シーカフレックス-la. 15LM.11FC（土木） 

アイガスマスチックN アイガスK. R、ロープ アイガスK-HPT 
アイガスE-LM. NS 

日本シーカ株式会社 
本社〒143 東京都大田区大森北2-4-18 東京建物大森ビル 03-767-982llfV 

札 幌（011)221-6331 仙 台（022)267-2501 富 山（0764)42-3232 東 京（03)767-7221 
名古屋（052) 733-7353 大 阪（06)315-7851 福 岡（092)472-1684 沖 縄（0988) 85-3987 

まあーるい元気と四角い踏ん張り 
01 

－

与

」

己

 

『
－
 
- 

智 
@ 

議
 

IIIIIII
一か 

コ
暴
－
篇
山
 

ノーハイエチレンS口口ッドの特長 
ノーリン’’, 

SQロッドの愛称で親しまれ アフ、 

低層プレハブ住宅やサッシュ 
廻りに幅広く愛用されていまt 

／お 
7プ, 

ハイ工チレンロッドの特 
ンーーn・’’, 

メ溝でおなじみの 

シーリングパックアップ材 
記 号 幅（■） 長さ（m) 

ノ~ 'SODッド「 ,グ NCS 13X10 Ia 10 100 
"-50,まて種類も豊富。 

L 

NCS10X15 18 15 1m 讐謂乳‘髭翼婆認七寺 
ノグ材の寸法●瑠を正電にし’す． （注）上紀サイズ以●Iのご注文は鵬ご相議くださ‘、 

、 

代理店野口興産株式合社 〒176 東京都練馬区豊玉北2-10 
TEL03(994)5601 
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わが国建築用シーリン 

グ材の最高権威である 

・故狩野春ー工学博士 

の監修による、シーリ 

刊行物のご案内 ●詳細はト日本シーリングエ業会公03(255)2841--2 

新装・シーリング材 新・建築用シーリング材 

かー・リング材ノ、ンドブック 

ハンドブック 

従来のシーIソングハン 

ドフックを全面的に内 

容改訂、最新情報を随 

所に盛込んだシーIソン 

てフ材の案内書ガ完成し 

ました。 シーI-)ング材 

とそ（の選び方に重点を 

置き、誌面もA5判に 

拡大、解り易＜見易い 

構成にな1つています。 

お申込みはお早目にノ 

頒布価格900円 

シーリング管理士用テキスト 

1988 

環師貰シーリング材 

ジーリンy聾理士風テキスト 

内容も大幅に改言J。 

教科書サイズとなり携 

帯にも，便利。 シーIJン 

グ材の適材適所の使用、 

適切な目地設計、正確 

な施工など種マの知識 

と技術の向上を目ざし 

た「シーIンング管理士」 

養成講習会の教材であ 

り、シーIノング関係者 

にとつて貴重な参考書 

です0 

頒布価格4,500円 

鼻う 

積算演習 シーリング管理士試験 

問題集・解答付（6 0-- 62年度） 

一り佐”I“傘卿と叱 居r.H 

、‘「 .' ‘ 、 1白 “ ” 、 ‘I 

問題集とレて最近5年 

問(60-62年度）のシー 

I)ング管理土試験問題 
を年度別に集約‘した本 
書は管理士・技術管理 

士を志す人のみならず 
シーリング業務に携わ 
る方マにとつて参考と 

なるものです。 

頒布価格I .000円 

靭
轟
 

無
 

シーリング防水施工法 

シーリング工事の基本 

から実践・応用までを 

最新技術資料を盛込み 

解り易く解説した実務 

参考書。 内容はレ建築 

物の基礎知識レシーリ 

ング防水の基礎知識ン 

良いシーリング防水工 

事のためのデIィテーJレ 

シートレ故障と補修ー 

の構成。 

日本シーリング工事 

団体運合会発行 

頒布価格1.500円 

シーリング防水施工法 

L珊
 

図面から正確な目地寸 

法、延べ長さを拾い出 

し、材料費、工賃を加 

えた材工共の単価の算 

出は施工会社、シーIソ 

ングメーカーおよび関 

係者各位にとつて重要 

な業務です。 この道の 

ベテランが図面により 

ーからわかり易＜順序 

だてて解説していま醜 

頒布価格1,000円 

「嶺「」 
け
a
典
ゴ
勲
ニ
拗
」
」
 

ー
ミ
沙
畦
」
 

鼻
 

■－ 

鷙 
,-

建築用シーリング材と 
その正しい使い方 

ング関係者必読の座右 

の書。執筆者は故・波 

多野ー郎千葉大学教授、 

小池迪夫東京工業大学 

教授、加藤正守千葉大、 

学助教授をはじめ、わ 

が国シーリング材研究 

の第ー人者および業界 

関係者多数。設計から 

材料、施工まで幅広い 

内容となっています。 

頒布価格4.800円 

（会員頒布価格4 ,300円） 

（送料は別途申し受けます） 
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日本シーリングエ業会の概l 

性格と組織 

本会はわが国における建築用，土木用シーリング 

防水の健全な発展と振興を計ることを目的として， 

昭和38年2月に設立されました。会員はわが国の 

シーリング材メーカーが加盟し，賛助会員は原材料 

メーカー及び取扱業者が加入しており，全国に7支 

部を有する全国的組織であります。 

〇シーリング管理士，シーリング技術管理士の養成 

〇日本シーリング工事業団体連合会と連繋，材料お 

よび工事に対する信頼の確保 

〇技術資料の収集と情報の交換 

〇JIS, JASSへの協力 

〇市場調査，需要開発に関する調査研究 

〇機関誌「シーリング」（年1回発行） 

〇シーリングニュース（年3 回発行） 

111旦杢シーリングエ業会の組遣ゴ

く委員会＞ 

総務委員会 

技術委員会 

広報委員会 

調査委員会 

シーリング管理士 

検定委員会 

＜支部＞ 

＜分科会＞ 

機能別分科会 

弾性系1成分形分科会 
弾性系2成分形分科会 
非弾性系1成分形分科会 

基材別分科会 
シリコーーン分科会 
変成シリコーン分科会 

ポリサルファイド分科会 
ポリウレタン・アクリルウレタン分科会 
アクリル・SBR分科会 
ブチルゴム・油性分科会 

変成ポリサルファイド分科会 

北海道支部 仙台支部 東京支部 名古屋支部 

大阪支部 広島支部 福岡支部 

シーリングニュース第35号 

企 画・発 行：日本シーリング工業会広報委員会 

〒 101 東京都千代田区外神田2-2-17 

共同ビル か03-255-2841----- 2 

FAX 03-255-2183 
製作協力・広告：新樹社 

表 紙 写 真：内幸町と官庁街 
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Sh慨乏tsU 信越シリコーン 

多
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0
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0
 

\ .i成分形 →0用 オキシムタイプ 

~I 

シーラント45 
.1成分形 防カビ用 オキシムタイブ 

シーラント4586 
分形 プラスチック用 アルコールタイブ 

シーラント72 
1成分形 SSGシール 超高モジュラス 

シーラント90 
タイプ ー般用 .1成分 

KE42 
明 酢酸タイプ ●I成分形 高 

KE420 
イプ 防カビ用 ●i成分 

KE422 
ノキシタイフ ‘土木用ア 分 ~●2 

シーラント70 
52成分形 水平目地用 アミノキシタイプ 

シーラント701 
シタイブ 用 アミノ 火目 .2成分 

シーラント74 
シタイブ 用 アミノ .a成分形 油 

シーラント79 
イフ 水I コーティング用 Si成分 

信越シリコー／ 

M コート56 
タイプ 溶 分形 コーティング用 SI 

信越シリコーン 

S コート51 
シムタイプ .i成分形 ライニング用 オ 

KE4573 
シーール用（フォーム） ・充 .2成分形 

KES2A ・B 
・充壌シール用（ゴム） ●2成分 

KE1219A・B 

、 
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信越化学工業株式会社 03-256-3651 
シリコーン事業本部 東京シーラント部 

〒 101 東京都千代田区神田鍛冶町3-6-1（フジトシビル） 

大阪支店 大阪市北区小松原町2-4（大阪富国生命ビル） 〒530 (06) 315-3071 札幌営業所（011)221-6471 長野営業所（8262)28-9184 

名古屋支店 名古屋市中村区名駅4-27-23（名古屋三井ビル東館） 〒450 (052)581-6511 
仙台営桑所〔022)264-2777 
新潟営業所（025)247-3321 

北関東営業所（0273)63-2731 
広島営業所（082)248-3931 

福岡支店 福岡市中央区天神I- 12-20（日之出東京海上ビル） .〒8I0 (092)781-2782 北陸営業所（0776)26-1551 高松営集所（0878) 22-36 13 



ズをかたちに 
横浜ココ、は、シーリング材のパイオニアとして、昭 

和38年にわが国で初めてポリサノレファイド系シー 

リング材の生産を聞始。以来、建築工法の変革 

や被着部材の多様化に応じ、使用条件に最適 

なさまざまなタィプの製品を開発してきました。現在 

では、ハマタイトは、わが国を代表する超高層ビル 

から中・低層、一般建築物に至るまで数多くの建 

築物に採用され、横浜ゴムの「もうひとつの顔」と 

して、ハイテクノロジーの顔となっています。 

、、、 

建築用シーリング材シリーズ 

ラインナップ 

2成分形シリコーン シリコーン70 

2成分形変成シリコーン スーパーU 

2成分形ポリサルフアイド SC -500 

2成分形ポリウレタン UH -30 

~成分形シリコーン ss -010 

I成分形ポI)ウレタン シールエース 

~成分形変成シリコーン スーパーワン 

~成分形変成シリコーン スーパーワンLM 

、 

八
 

、
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お間い合せ先 

横浜ゴム株式会社 

本社・エ業品事業本部 東京都港区新橋5-36-Il TEL.03-432-71 I I 

ハマタイト事業部 神奈川県平塚市中原上宿900 TEL.0463-31-3002 

東京ハマタイト 10L.03-769-31 I I 

工業品大阪支店 TEL.06-345-14西 

工業品名古屋支店 TELOS2-23ト4321 

エ業品広島支店 TELOB2-227-8 100 

ョコハマゴム工業品北海道販売脚 TEL0 lト241-511 1 

ョコハマゴムエ業品東北販売脚 TEL022-284-0437 

ョコハマゴム工業品九州販売柳 TEL090-1I ト西引 

'YOKOHAMA 


